
Title 二〇世紀転換期のサンフランシスコ市政とアイリッシュの進出 :
中国人・日本人排斥に関する一考察

Sub Title The Rise of the Irish in San Francisco Local Politics and the Asian
immigration Problem at the turn of the 20th Century

Author 賀川, 真理(Kagawa, Mari)
Publisher 慶應義塾大学法学研究会

Publication
year

1995

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.68, No.10 (1995. 10) ,p.241- 283 

JaLC DOI
Abstract
Notes 賀川俊彦教授退職記念号
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19951028-0241

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


二
〇
世
紀
転
換
期
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
と

　
　
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
進
出

　
　
　
　
中
国
人
・
日
本
人
排
斥
に
関
す
る
一
考
察

20世紀転換期のサンフランシスコ市政とアイリソシュの進出

六五四三二一
は
し
め
に

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
と
中
国
人
排
斥

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
と
日
本
人
排
斥

結
　
び

は
じ
め
に

賀

」

真

理

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
米
国
）
西
海
岸
の
都
市
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。
誰
も
が
開
放
的
で
、
様
々
な
人
種
が

混
在
し
た
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
太
平
洋
を
横
断
し
、
あ
る
い
は
ハ
ワ
イ
な
ど
を
経
由
し
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て
辿
り
着
い
た
日
本
人
移
民
に
と
っ
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
ま
さ
し
く
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
上
陸
す
る
際
の
玄
関
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
ま
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
そ
の
歴
史
に
お
い
て
、
人
種
間
の
反
目
が
た
び
た
び
見
ら
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
、
一
五
四
二
年
に
ス
ペ
イ
ン
国
旗
を
掲
げ
て
航
行
し
て
い
た
カ
ブ
リ
ー
リ
ョ
（
魯
壁
勾
o
号
5
岳
N
9
亨

三
一
〇
）
が
発
見
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
ス
ペ
イ
ン
、
そ
し
て
一
八
二
一
年
に
独
立
を
果
た
し
た
メ
キ
シ
コ
が
統
治
し
て
い
た
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
以
外
の
人
口
は
、
一
七
八
O
年
に
は
約
六
〇
〇
人
、
一
八
二
〇
年
に
は
三
二
七
〇
人
、
一
八
四
〇
年
に

は
六
〇
〇
〇
人
、
一
八
四
五
年
に
は
七
〇
〇
〇
人
と
増
加
す
る
。
一
八
三
〇
年
代
ま
で
に
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

1
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
者
ら
が
入
植
し
て
い
た
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
メ
キ
シ
コ
に
よ
る
統
治
時
代
か
ら
、
土
着
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
対
し
て
土
地
の
所
有
権
を
認
め

な
い
な
ど
の
差
別
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
狩
猟
採
取
生
活
を
行
っ
て
い
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
た
ち
に
、
西
洋
の
文
化
を
受
け
入
れ
る

よ
う
強
要
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
士
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
改
宗
し
、
農
業
労
働
者
と
し
て
役
立
つ

よ
う
訓
練
し
た
。
や
が
て
米
墨
戦
争
の
結
果
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
一
八
四
八
年
二
月
二
日
に
締
結
さ
れ
た
ガ
ダ
ル
ー
ぺ
・
イ
ダ
ル
ゴ
条

約
（
早
霧
受
亀
O
仁
区
巴
唇
①
臣
α
巴
磐
）
に
よ
っ
て
米
国
領
土
と
な
る
が
、
以
後
も
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
要
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
ず
、
法

廷
に
お
い
て
白
人
に
証
言
す
る
権
利
や
、
投
票
権
、
市
民
権
（
そ
の
後
、
一
九
二
四
年
に
認
め
ら
れ
る
）
が
剥
奪
さ
れ
た
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で

の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
長
期
に
亙
る
衝
突
の
後
、
米
国
政
府
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
隔
離
し
、
保
留
地
へ
の
強
制
移
住
政
策
を
施
し
た
。
伝

染
病
や
交
戦
、
部
族
内
部
で
の
混
乱
に
よ
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
人
口
は
、
彼
ら
が
最
初
に
白
人
と
出
会
っ
た
一
七

六
九
年
に
は
約
三
〇
万
人
で
あ
っ
た
が
、
米
国
領
に
な
っ
た
と
き
に
は
一
〇
万
人
に
、
そ
し
て
一
八
八
○
年
に
は
二
万
人
に
ま
で
激
減
し

　
　
　
（
2
）

て
し
ま
う
。

　
さ
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
（
鼠
ヨ
雷
ζ
畦
の
鼠
巳
に
よ
る
金
鉱
の
発
見
は
、
米
国
領
に
な
る
直
前
、
一
八
四
八
年
一
月
二
四
日
の
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
よ
り
膨
大
な
移
民
を
国
内
外
か
ら
誘
発
し
、
そ
の
社
会
的
・
経
済
的
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
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ニ
ア
は
た
だ
ち
に
脚
光
を
浴
び
、
そ
の
後
の
一
年
間
に
約
一
〇
万
人
も
の
人
々
（
い
わ
ゆ
る
フ
ォ
ー
テ
ィ
・
ナ
イ
ヤ
ー
ズ
）
が
殺
到
し
て
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
り
、
一
八
五
〇
年
に
は
西
海
岸
で
最
も
早
く
正
式
な
州
に
昇
格
し
た
。
な
か
で
も
鉄
道
が
完
成
し
て
い
な
か
っ
た

こ
の
時
代
に
、
金
を
求
め
て
遠
方
か
ら
集
ま
っ
た
人
々
で
賑
わ
っ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
岸
地
域
は
最
も
発
展
し
た
（
表
1
参
照
）
。
後

の
西
漸
運
動
に
つ
な
が
る
金
鉱
の
発
見
に
よ
り
、
東
部
の
名
家
の
子
孫
も
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
よ
り
競
争
の
な
い
場
所
に
お
け
る
商
売

の
機
会
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
。

金
鉱
が
発
見
さ
れ
る
と
同
時
に
、
米
国
生
ま
れ
の
白
人
男
性
が
多
数
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
到
着
す
る
が
、
近
隣
の
メ
キ
シ
コ
や
チ
リ
の

20世紀転換期のサンフランシスコ市政とアイリノシュの進出

表1　19世紀半ばから20世紀初期におけるカリフォルニア州の人口　　ほ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位人）　カミ

ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

西　暦 カリフォルニア州 サンフランシスコ ロサンシェルス

1850 92，597 24，000 1，610

1860 379，994 56，802 4，385

1870 560，247 149，473 5，728

1880 864，694 233，959 11，183

1890 1，213，398 298，997 50，395

1900 1，485，053 342，782 102，479

1910 2，377，549 416，912 319，198

1920 3，426，861 506，676 576，673

出典　JamesD　Hart，A　Co肌pα砒oπ亡o　C厩L∫omぼ（Berkeley，

　　　　Los　Angeles　and　London：Umv。of　Cahfoma　Press，

　　　　1987），pp．583－587より作成。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
イ
ス
、
そ
し
て
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸

国
な
ど
、
そ
れ
ま
で
米
国
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
国
や
地
域
か
ら
も
、
大
勢
の

人
々
が
押
し
寄
せ
た
。
太
平
洋
を
横
断
し
て
米
国
に
着
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
や

中
国
人
の
多
く
は
、
雇
用
者
に
よ
り
強
制
的
に
連
れ
て
来
ら
れ
、
半
奴
隷
状
態
で
働

か
さ
れ
た
者
も
多
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
黒
人
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
チ
カ
ノ
ス
と
呼
ば
れ

た
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
差
別
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
と
共
に
、
主
と
し
て
米
国
南
西
部
の
「
外
国
人
」
と
見
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
国

内
か
ら
新
規
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
や
っ
て
き
た
米
国
生
ま
れ
の
白
人
た
ち
が
、
米

墨
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
優
秀
性
が
示
さ
れ
た
と
考
え
て
い
た
た
め

　
　
　
（
4
）

で
も
あ
る
。
彼
ら
に
は
投
票
権
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
投
票
が
ア
ン

グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
は
な
く
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
が
チ
カ
ノ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
対
し
て
選
挙
に
関
わ
る
こ
と
を
禁
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
」
。
こ
う
し
て
チ
カ
ノ
ス
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た
ち
は
、
彼
ら
を
黒
人
同
様
の
地
位
に
止
め
よ
う
と
す
る
白
人
た
ち
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
米
国
社
会
に
同
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

（
6
）
た
。

　
一
八
五
〇
年
に
は
、
ソ
ノ
ラ
で
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
っ
て
教
唆
さ
れ
た
メ
キ
シ
コ
人
が
暴
動
を
起
こ
す
が
、
そ
の
結
果
多
く
の
外
国
人
が

鉱
山
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
、
鉱
山
に
お
い
て
米
国
市
民
で
な
い
鉱
夫
が
働
く
場
合
、
月
二
〇
ド
ル
の
支
払
い
を
課
す

外
国
人
鉱
夫
免
許
税
（
ま
邑
磐
累
奉
透
の
纈
8
昌
器
目
更
o
＝
。
。
8
）
が
制
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
質
の
高
い
鉱
山
か
ら
外
国
人
、
特
に
メ

キ
シ
コ
人
を
排
除
す
る
目
的
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
、
メ
キ
シ
コ
人
や
他
の
「
外
国
人
」
に
対
す
る
偏
見
か
ら
自
警
（
≦
覧
讐
－

房
B
）
と
い
う
手
段
が
取
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
先
住
民
に
対
す
る
抑
圧
が
見
ら
れ
た
が
、
民
族
集
団
の
多
様
化
は
ま
た
人
種
間
の
衝
突
を
も
引

き
起
こ
し
、
多
く
の
場
合
、
優
越
性
を
主
張
す
る
白
人
の
攻
撃
対
象
と
な
る
。
ま
も
な
く
後
か
ら
や
っ
て
き
た
者
へ
の
反
感
や
差
別
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
メ
キ
シ
コ
人
や
南
米
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
ら
が
鉱
山
か
ら
排
除
さ
れ
た
後
、
白
人
の
人
種
偏
見
は
中
国
人
に
集
中
し

て
向
け
ら
れ
、
そ
の
後
に
日
本
人
、
そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
対
象
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
従
来
、
米
国
に
お
け
る
移
民
問
題
は
、
先
に
到
着
し
た
い
わ
ゆ
る
W
A
S
P
（
≦
導
①
＞
お
一
〇
－
留
×
9
写
o
酋
。
の
鼠
暮
）
に
よ
る
、
後
か
ら

や
っ
て
き
た
肌
の
色
、
民
族
、
宗
教
、
文
化
の
異
な
る
移
民
へ
の
反
発
や
偏
見
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
前
者
に
分
類
さ
れ

る
「
旧
移
民
」
の
中
の
例
外
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
発
展
、
取
り
分
け
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
ヘ
の
進
出
と
、
後
者
で
あ
る
「
新
移
民
」
の
中
の
ア
ジ
ア
人
に
対
す
る
極
端
な
ま
で
の
差
別
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん

　
　
　
　
　
（
7
）

ど
見
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
、
日
本
人
移
民
の
排
斥
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
中
国
人
移
民
排
斥
と
比
較
さ
れ
、
低
賃
金
労
働
者
と
し
て
米
国

へ
流
出
し
、
一
地
域
に
集
中
し
た
こ
と
が
、
排
斥
対
象
に
な
っ
た
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
日
本
人
移
民
数
の
増
加

は
、
一
八
八
二
年
に
米
国
史
上
初
め
て
特
定
の
人
種
に
対
す
る
入
国
を
制
限
し
た
中
国
人
移
民
排
斥
法
の
制
定
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
。
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た
だ
し
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
考
察
で
は
、
す
で
に
多
民
族
都
市
と
な
っ
て
い
た
現
地
社
会
の
中
か
ら
、
中
国
人
と
日
本
人
だ
け
を
取

り
出
し
て
論
じ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
あ
た
か
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
民
族
間
の
対
立
が
、
中
国
人
に
対
す
る
排
斥
か
ら
は
じ
ま
っ

た
か
の
よ
う
な
印
象
さ
え
持
た
れ
、
あ
る
い
は
中
国
人
ま
た
は
日
本
人
に
主
眼
を
置
く
余
り
に
、
現
地
社
会
全
体
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
失
っ

た
記
述
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
に
留
意
し
つ
つ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
ア
ジ
ア
人
移
民
排
斥
に
つ
い
て
研
究
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
他

の
都
市
に
は
見
ら
れ
な
い
あ
る
特
徴
が
見
出
だ
せ
る
よ
う
に
思
え
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
が
米
国
領
と
な
る
の
と

同
時
に
、
す
で
に
他
民
族
に
対
す
る
差
別
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
白
人
に
有
利
な
環
境
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
、
第
二
に
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
人
口
構
成
に
お
い
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
主
要
勢
力
と
な
る
の
と
中
国
人
移
民
の
入
国
時
期
が
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る

こ
と
、
第
三
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
歴
史
に
名
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
大
物
の
政
治
家
や
労
働
組
合
の
指
導
者
の
中
に
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

が
多
く
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
人
排
斥
に
お
い
て
は
そ
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
煽
動
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
転
換
期
に
お

い
て
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
米
国
の
大
都
市
に
多
く
見
ら
れ
た
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ほ
ど
政
財
界
の
中
枢
部
に
進
出
し
た
ケ
ー
ス
は
他
に

は
見
当
た
ら
な
い
。
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
支
配
と
、
中
国
人
排
斥
そ
し
て
口
本
人
排
斥
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な

関
連
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿
は
、
都
市
社
会
と
し
て
の
形
成
・
確
立
期
を
迎
え
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
中
国
人
・
日
本
人
が
排
斥
さ
れ
た
点
を
、
ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
な
が
ら
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
世
紀
転
換
期
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
が
権
力
を
掌
握
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
、
そ
の
特
殊
な
環
境
や
社
会
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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ニ
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

　
米
国
に
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
移
民
し
は
じ
め
た
の
は
、
建
国
前
の
一
七
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
独
立
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
一
七
七
六
年
の

米
国
に
お
け
る
全
人
口
は
約
二
五
〇
万
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
約
二
〇
万
人
が
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
、
当
初
そ
の
大
半
は
ア
ル
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

地
方
の
出
身
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
信
仰
す
る
ス
コ
ッ
チ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
。

　
米
国
に
移
住
し
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
、
絶
対
的
な
数
の
多
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
か
ら
逃
れ
出
た
移
民
の
数
は
急
速
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
プ
ッ
シ
ュ
要
因
と
し
て
は
祖
国
に
お
け
る
長
期
に
わ
た
る
不
況
、
特
に
じ
ゃ

が
い
も
の
胴
枯
れ
病
に
よ
る
飢
鐘
（
一
八
四
五
－
四
九
年
）
が
、
そ
し
て
プ
ル
要
因
と
し
て
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ

と
米
国
の
前
例
の
な
い
工
業
生
産
ブ
ー
ム
に
よ
る
雇
用
機
会
の
創
出
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
一
八
四
七
年
の
一
年
間
に
米
国
へ
入
国
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
一
〇
万
人
を
越
え
、
一
八
五
一
年
に
は
二
二
万
人
に
達
し
、
一
八
八
O
年
代
に
は
新
た
に
約
七
〇
万
人
が
移
民
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

彼
ら
の
定
住
率
は
非
常
に
高
く
、
帰
国
者
が
少
な
か
っ
た
。
一
八
五
〇
年
の
時
点
で
米
国
に
お
い
て
最
大
の
集
団
と
な
っ
た
の
は
ア
イ
リ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

シ
ュ
で
あ
り
（
一
六
一
万
人
）
、
ド
イ
ッ
系
（
五
八
万
人
）
、
英
国
系
（
三
八
万
人
）
を
上
回
っ
て
た
。

　
第
二
に
、
彼
ら
の
多
く
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
八
四
〇
年
代
以
降
、
貧
し
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
ら
が
多
数
米

国
に
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
渡
米
し
た
ア
ル
ス
タ
ー
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
宗
教
、
文
化
、
米
国
社
会
へ
の
同
化
能
力
の
点
で
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

分
た
ち
の
こ
と
を
ス
コ
ッ
チ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
と
呼
び
、
「
乱
暴
な
北
部
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
」
と
区
別
す
る
よ
う
求
め
は
じ
め
た
。
米
国
の
建

国
の
父
祖
ら
が
い
わ
ゆ
る
W
A
S
P
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
世
紀
の
後
半
に
後
発
の
移
民
が
や
っ
て
く
る
ま
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
は
米
国
社
会
の
中
で
は
異
質
な
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
本
格
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
流
れ
は
、
一
八
四
八
年
頃
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
（
1
3
）

に
は
じ
ま
り
、
や
や
遅
れ
て
ド
イ
ッ
系
、
そ
し
て
一
八
九
〇
年
代
に
入
る
と
イ
タ
リ
ア
系
、
ス
ラ
ヴ
系
、
そ
し
て
東
欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
へ
と

続
く
。
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第
三
の
特
徴
と
し
て
は
、
祖
国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
多
く
の
人
々
が
田
園
生
活
を
営
み
、
農
業
に
従
事
し
て
い
た
に
も
か
わ
ら
ず
、
米

国
で
は
都
市
に
集
住
し
た
こ
と
で
あ
る
。
飢
饒
の
た
め
に
農
業
の
経
験
が
な
く
、
外
国
へ
行
く
旅
費
や
土
地
を
買
う
資
金
を
ほ
と
ん
ど
持

た
な
い
人
々
ま
で
も
が
祖
国
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
貧
し
さ
ゆ
え
に
内
陸
部
の
農
地
を
目
指
す
こ
と
も
な
く
、

入
港
し
た
場
所
に
近
い
米
国
東
部
の
都
市
、
た
と
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
、
あ
る
い
は
シ
カ
ゴ

な
ど
の
大
都
市
に
集
ま
っ
た
。
ド
イ
ッ
系
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
の
男
性
移
民
の
大
多
数
が
農
業
従
事
者
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
ア
イ
リ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

シ
ュ
で
農
業
に
携
わ
っ
た
者
の
割
合
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
大
都
市
に
定
着
し
た
最
初
の
単
独
集
団
と
し
て
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
米
国

に
必
要
と
さ
れ
た
労
働
移
民
の
中
心
的
存
在
と
な
る
。
彼
ら
は
都
市
の
職
業
体
系
の
底
辺
に
入
り
込
み
、
男
性
は
肉
体
労
働
者
、
女
性
は

使
用
人
と
な
っ
た
。
彼
ら
の
仕
事
と
い
う
の
は
単
に
不
熟
練
労
働
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
採
炭
や
鉄
道
、
運
河
の
建
設

と
い
っ
た
、
き
つ
く
汚
く
危
険
な
仕
事
で
、
マ
ラ
リ
ア
や
コ
レ
ラ
な
ど
の
伝
染
病
も
流
行
っ
た
。
さ
ら
に
不
熟
練
労
働
に
は
よ
く
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
だ
が
、
ひ
と
た
び
鉄
道
や
運
河
を
建
設
し
て
し
ま
う
と
仕
事
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
不
安
定
な
仕
事
で
も
あ
っ
た
。

　
第
四
の
特
徴
は
、
ア
メ
リ
カ
政
治
と
の
関
連
に
見
出
だ
せ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
大
統
領
の
就
任
直
後
に
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

の
ム
ー
二
ー
（
≦
旨
寅
旨
ζ
0
9
ε
）
ら
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
全
国
的
組
織
の
慈
善
団
体
が
設
立
さ
れ
（
こ
れ
は
一
八
四
〇
年
代
ま

で
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
政
を
操
作
す
る
民
主
党
マ
シ
ー
ン
の
タ
マ
ニ
ー
・
ホ
ー
ル
と
な
る
）
、
そ
こ
に
お
い
て
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
選
挙
時
に
移
民
票

を
取
り
ま
と
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
祖
国
に
お
い
て
迫
害
を
受
け
た
り
、
地
代
や
税
金
の
徴
収
者
に
対

し
組
織
的
な
抵
抗
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
投
票
者
と
し
て
団
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
ど
の
移
民
集
団
よ
り
も
素
早
く
ア
メ
リ

カ
政
治
に
溶
け
込
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
投
票
数
に
お
い
て
優
位
を
誇
る
以
外
、
政
治
的
理
念
に
は
無
関
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
指
導
権
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

　
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
米
国
の
市
政
を
変
化
さ
せ
た
と
言
わ
れ
る
。
彼
ら
が
期
待
し
た
も
の
は
憲
法
の
修
正
や
国
家
の
改
革
で
は
な
く
、

「
通
夜
へ
の
参
列
や
ク
リ
ス
マ
ス
に
届
け
ら
れ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
一
杯
の
食
料
、
取
る
に
足
ら
な
い
法
律
違
反
を
犯
し
た
息
子
に
対
し
て
地
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（
1
7
）

方
検
事
に
手
心
を
加
え
て
も
ら
う
」
と
い
っ
た
何
気
な
い
恩
情
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
政
党
マ
シ
ー
ン
は
、
そ
れ
ま
で

の
政
治
的
伝
統
と
も
言
え
る
エ
リ
ー
ト
の
た
め
の
政
治
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
崩
し
、
労
働
者
階
級
や
ス
ラ
ム
か
ら
上
り
詰
め
た
人
た
ち
を

政
治
に
引
っ
張
り
挙
げ
、
な
お
労
働
者
階
級
や
ス
ラ
ム
に
止
ま
る
人
々
に
近
付
き
、
就
職
や
帰
化
申
請
書
類
、
食
事
や
暖
を
取
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

必
要
と
し
て
い
る
よ
り
多
く
の
都
市
生
活
者
と
関
わ
り
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
第
五
の
特
徴
は
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
抗
議
の
手
段
と
し
て
た
び
た
び
実
力
行
使
に
出
た
こ
と
で
あ
る
。
一
八
七
三
年
に
ボ
ス
ト

ン
で
ジ
ェ
イ
・
ク
ッ
ク
（
q
3
0
0
畠
）
の
銀
行
が
倒
産
し
た
の
を
契
機
に
は
じ
ま
っ
た
不
況
は
、
多
く
の
産
業
部
門
で
不
熟
練
労
働
者
で

あ
っ
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
。
一
八
七
七
年
に
東
部
の
幹
線
鉄
道
の
敷
設
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
た
ち

（
そ
の
内
の
三
分
の
一
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
）
は
、
賃
金
が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
抗
議
す
る
た
め
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し

た
。
そ
の
後
ス
ト
ラ
イ
キ
は
バ
ル
テ
ィ
モ
ァ
や
ピ
ッ
ツ
バ
！
グ
、
シ
カ
ゴ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
全
国
的
に
拡
大
し
、
そ
れ
ら
の
都

市
の
市
民
た
ち
を
恐
れ
さ
せ
た
。
こ
れ
以
降
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
中
心
と
な
っ
て
起
こ
す
ス
ト
ラ
イ
キ
や
暴
動
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
発
生

　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
特
徴
を
持
つ
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
対
し
、
彼
ら
が
大
量
に
押
し
寄
せ
る
一
九
世
紀
半
ば
以
降
、
米
国
東
部
を
中
心
と
し
て
反
感
が

強
ま
る
が
、
そ
の
根
本
に
は
ネ
イ
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
考
え
方
が
あ
る
。
元
来
ネ
イ
テ
ィ
ビ
ズ
ム
と
は
、
単
に
「
旧
移
民
」
に
よ
る
「
新
移
民
」

に
対
す
る
反
感
で
あ
っ
た
が
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
が
大
勢
到
来
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
単
な
る
排
外
主
義
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

主
と
し
て
反
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
と
な
っ
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
基
盤
を
置
い
た
社
会
で
は
、
そ
れ
が
宗
教
上
の
相
違
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、

教
育
や
価
値
観
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
ま
で
影
響
が
及
ぶ
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
動
き
と
し
て
、
一
八
四
〇
年
代
に
ノ
ー
・
ナ
ッ
シ
ン
グ

党
（
民
3
≦
Z
o
爵
一
お
℃
胃
受
正
式
名
称
は
＞
ヨ
a
。
き
℃
胃
受
）
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
党
は
、
移
民
の
中
で
も
特
に

カ
ト
リ
ッ
ク
系
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
公
職
か
ら
の
排
除
を
綱
領
に
掲
げ
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ッ
州
な
ど
で
は
あ
る
期
間
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

州
議
会
か
ら
ほ
ぼ
一
掃
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
一
八
四
四
年
の
大
統
領
選
挙
戦
に
お
い
て
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
「
ポ
ー
ク
（
鍵
ヨ
霧
℃
o
涛
）
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は
外
国
人
、
特
に
市
民
権
を
与
え
ら
れ
、
金
銭
を
払
っ
て
彼
へ
の
投
票
を
依
頼
し
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
て
担
が
れ
た
」
と
の
批
判
が

出
た
り
、
「
も
し
議
会
が
移
民
法
を
大
幅
に
改
正
し
な
い
の
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
下
層
民
や
暴
徒
に
支
配
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

米
国
の
選
挙
を
支
配
し
て
い
る
の
は
一
〇
人
中
九
人
ま
で
も
が
無
知
で
偏
狭
な
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
大
量
侵
入
に

対
し
、
我
々
は
手
遅
れ
に
な
る
前
に
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ヘ
の
警
戒
心
を
あ
ら
わ
に
す
る
者
も
い

（
2
2
）

た
。　

一
方
で
、
米
国
へ
移
住
し
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
後
発
の
移
民
と
比
べ
て
有
利
な
点
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ユ
ダ
ヤ
人
や
イ
タ
リ
ア
人
が

内
部
分
裂
を
起
こ
し
た
の
に
対
し
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
集
団
と
し
て
の
結
束
が
強
固
で
あ
っ
た
こ
と
、
W
A
S
P
以
外
の
移
民
が
大
量
に

や
っ
て
く
る
何
十
年
も
前
に
米
国
へ
到
着
し
て
い
た
こ
と
、
発
音
や
文
法
は
多
少
異
な
る
も
の
の
英
語
を
話
す
こ
と
、
政
治
に
対
す
る
認

識
と
結
束
の
経
験
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
個
人
的
な
魅
力
と
言
葉
巧
み
な
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
文
化
が
、
商
売
や
労
働
運
動
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

ム
な
ど
に
お
い
て
生
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
金
鉱
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
聞
い
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
中
に

は
、
既
存
の
都
市
で
は
表
立
っ
た
活
躍
が
難
か
し
か
っ
た
こ
と
や
、
そ
れ
ま
で
に
受
け
て
き
た
差
別
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
も
、
都
市
を
離

れ
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
向
か
お
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。

三
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

　
組
織
的
な
統
計
が
初
め
て
と
ら
れ
た
一
八
五
二
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
人
口
は
、
三
万
六
一
五
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
特

徴
と
し
て
、
米
国
生
ま
れ
の
者
よ
り
も
外
国
生
ま
れ
の
者
が
多
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
者
が
少
な
く
と
も
四
二
二
三
人
い
た
こ
と
が
明

　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
全
人
口
の
約
一
二
。
バ
ー
セ
ン
ト
を
、
外
国
生
ま
れ
の
人
々
の
う
ち
約
二
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
を
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
占
め
て
い
た
。
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
ご
く
短
期
間
の
う
ち
に
成
長
し
、
そ
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馬

の
後
も
人
口
は
急
速
に
膨
れ
上
が
る
。
そ
し
て
一
八
九
〇
年
に
は
人
口
約
三
〇
万
人
、
全
米
第
八
位
の
都
市
と
な
り
、
世
紀
転
喚
期
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

三
五
万
人
の
人
口
を
抱
え
る
西
海
岸
の
主
要
都
市
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
人
種
構
成
は
、
一
八
六
〇
年
代
を
境
に
変
貌
を
遂
げ
る
。
一
八
六
〇
年
に
は
人
口
の
大
部
分

が
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ド
イ
ッ
の
出
身
者
で
あ
り
、
こ
の
他
に
は
中
国
人
約
三
〇
〇
〇
人
と
ア
メ
リ
カ
黒
人
約
二
〇
〇
〇
人
が
い
た
。
そ
の

後
一
〇
年
以
内
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
人
口
の
三
人
に
一
人
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ド
イ
ツ
、
中
国
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
外
国
生
ま
れ

の
人
々
と
な
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
外
国
生
ま
れ
の
白
人
の
出
身
国
の
中
で
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
多
数
派

を
占
め
る
よ
う
に
な
り
（
表
2
参
照
）
、
市
民
権
を
も
つ
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
、
英
語
を
理
解
で
き
ず
市
民
権
を
獲
得
で
き
な
い
中
国
人
と
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
同
じ
時
期
に
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

ロ
リ
　
　

怯
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
力
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
根
付
く
こ
と

動
衝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
翻

表2　サンフランシスコに居住する人種、出生、出身1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単

西　暦 1870 1900 1930

米国生まれの白人 49．7 64．5 69．6

両親が米国生まれの者 19．9 24．4 37．1

両親が外国生まれの者 29．8 40．1 32．5

外国生まれの白人 41．5 30．4 24．2

中国人と日本人 8．0 4．6 2．6

黒　人 0．9 0．5 0．6

外国生まれの白人の出身国

アイルランド 35．1 27．5 16．5

ドイツ 18．5 22．9 15．4

｛イギリス、スコットランド、

ウェールズ、英国領カナダ

12．8 10．1 16．0

｛スウェーデン、ノルウェー、

テンマーク

2．4 5．9 8．5

イタリア 2．2 6．2 16．1

その他 29．0 27．4 27．5

出典：Wllllam　Issel　and　Robert　W．Chemy，8

　　　Fハα雁㏄o，1865－1932（Berkeley，Los　Ange

　　　εmd　London・Unlv．of　Cahfomla　Press，19i

　　　p．56より作成。

が
で
き
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
の
影
響
が
あ
る
。

一
八
五
〇
年
代
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ

ク
教
徒
は
、
「
太
平
洋
の
霜
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
太
陽

が
融
合
す
る
環
境
の
下
で
、
多
教
義
を
容
認
す
る
ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
伝
統
に
よ
っ

て
活
力
が
与
え
ら
れ
」
、
湾
岸
地
帯
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
出
身
者
に
も
容
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
環
境
は
、
ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ッ
人
移
民
、
フ
ラ
ン
ス

人
移
民
、
そ
し
て
ご
く
初
期
の
イ
タ
リ
ア
人
移
民
に
至
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

ま
で
多
く
の
移
民
た
ち
を
も
勇
気
づ
け
た
。
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サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
都
市
と
し
て
急
成
長
を
遂
げ
る
に
つ
れ
て
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
相
対
的
な
地
位
は
向
上
す
る
。
建
国
期
に
は
民

族
の
行
事
を
公
然
と
祝
う
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
が
、
一
八
五
一
年
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
守
護
聖
人
聖
パ

ト
リ
ッ
ク
を
称
え
る
祭
日
を
催
し
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
が
建
立
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
ハ
イ
バ
ー
ニ
ア
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
曽
訂
3
一
き
ω
○
。
一
①
身
）
と
い
う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
組
織
が
作
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
八
五
八
年
に
は
政
治
団
体
（
頴
ヨ
碧
）
、
　
一
八
五

九
年
に
は
婦
人
団
体
（
ω
け
●
ζ
帥
蔓
、
。
。
鍔
島
窃
ω
・
畠
受
）
と
自
衛
組
織
（
ζ
。
ζ
魯
9
0
お
轟
注
霞
Ω
轟
同
α
窪
α
ζ
9
お
・
ヨ
。
身
Ω
轟
三
）
、
一

八
六
〇
年
に
は
慈
善
団
体
（
三
警
－
＞
ヨ
①
旨
睾
ω
①
琴
＜
・
一
2
あ
・
箒
蔓
）
を
結
成
し
、
一
八
六
五
年
ま
で
に
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
居
住
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
着
実
に
進
展
を
遂
げ
た
。

　
と
こ
ろ
で
米
国
に
お
け
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
人
口
は
、
一
八
七
五
年
の
時
点
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
、
ボ
ス
ト
ン
、
シ
カ
ゴ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
そ
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
順
と
な
っ
て
い
た
。
他
の
米
国
の
都
市
と
比
べ
、
サ
ン
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
職
業
体
系
は
か
な
り
恵
ま
れ
て
い
た
。
一
八
七
〇
年
代
ま
で
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
労
働
力
は
、

労
働
需
要
の
増
加
に
合
致
し
て
い
た
。
ボ
ス
ト
ン
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
二
倍
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
は
三
倍
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

が
雇
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
雇
用
者
数
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
方
が
少
な
い
が
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
ィ
が
集
中
し
て

お
り
大
規
模
で
あ
る
こ
と
、
世
間
的
評
価
が
高
く
収
益
の
多
い
職
業
に
就
い
た
者
の
数
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
方
が
他
の
都
市
よ
り

も
上
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
銀
行
家
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
、
居
住
者
数
で
は
圧
倒
的
に
多
い
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
一

八
人
、
ボ
ス
ト
ン
で
は
わ
ず
か
四
人
な
の
に
対
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
は
二
七
人
が
い
た
。
伝
統
的
な
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ア
メ
リ
カ

ン
の
典
型
で
あ
っ
た
、
地
位
が
低
く
低
賃
金
の
職
業
に
従
事
す
る
労
働
者
や
使
用
人
の
数
は
、
ボ
ス
ト
ン
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
三
倍

　
　
　
　
　
（
2
9
）

近
く
に
達
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
ド
イ
ッ
人
や
現
地
生
ま
れ
の
人
々
に
は
後
れ
を
取
っ
た
が
、
徐
々
に

か
つ
確
実
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
地
位
と
土
地
の
所
有
権
を
手
に
入
れ
た
。
中
流
階
級
が
多
い
ド
イ
ッ
人
は
着
実
に
財
産
を
運
用
さ
せ
、

251



法学研究68巻10号（’95：10）

特
に
ド
イ
ッ
人
の
半
分
以
上
を
占
め
た
ド
イ
ッ
系
ユ
ダ
ヤ
人
は
目
覚
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
た
。
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
と
同
様
、
そ
れ
ま
で
差
別

を
受
け
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
も
太
平
洋
岸
で
は
東
部
ほ
ど
差
別
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
南
部
に
お
い
て
徹
底
し
た
差
別
を
受
け

て
き
た
黒
人
に
も
当
て
は
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
も
、
中
国
人
は
差
別
さ
れ
、
事
実
上
隔
離
さ
れ
た
状
況
で
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

し
て
い
た
の
で
、
「
市
で
最
も
下
層
社
会
の
人
々
」
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
以
降
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

に
お
い
て
は
、
他
の
都
市
で
は
最
下
層
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
下
に
、
中
国
人
労
働
者
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
着
い
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
「
過
去
か
ら
逃
れ
、
よ
り
有
望
な
将
来
を
求
め
て
新
天
地
に
や
っ
て
き
た
」
。
W
A

S
P
が
支
配
す
る
他
の
多
く
の
都
市
と
は
異
な
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
開
か
れ
た
社
会
は
、
東
部
よ
り
二
世
代
も
早
く
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

を
政
界
に
進
出
さ
せ
た
。
一
八
二
〇
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
民
主
党
の
ブ
ロ
ダ
リ
ッ
ク
（
U
曽
こ
q
田
＆
毘
畠
）
は
、
一
八
四

九
年
に
政
治
家
を
志
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
や
っ
て
き
て
、
不
動
産
業
を
営
み
な
が
ら
す
ぐ
に
地
方
政
治
に
頭

角
を
現
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
連
邦
政
府
と
の
つ
な
が
り
を
持
て
な
か
っ
た
彼
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
あ
っ
て
は
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ァ
州
知
事
で
あ
る
ビ
グ
ラ
ー
（
き
ぎ
田
屯
霞
）
と
の
パ
イ
プ
を
太
く
し
、
支
持
基
盤
と
し
て
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
、
労

働
者
階
級
を
取
り
込
む
こ
と
に
成
功
す
る
。
や
が
て
彼
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
上
院
議
長
と
な
り
、
一
八
五
七
年
に
は
彼
の
目
標
で

あ
っ
た
連
邦
上
院
議
員
に
ま
で
上
り
詰
め
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
一
八
五
〇
年
代
に
土
地
に
根
を
下
ろ
し
て
い
な
い
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
若

者
に
政
治
的
機
会
を
提
供
し
た
の
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
だ
け
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
五
一
年
四
月
の
選
挙
ま
で
に
、
不
正
手
段
や
収
賄
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

取
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
や
り
方
で
集
票
組
織
を
作
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
政
治
家
は
、
し
ば
し
ば
東
部
の
政
治
ス
タ
イ

ル
を
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ァ
州
で
は
、
ダ
ウ
ニ
ー
（
き
ゴ
ρ
U
O
≦
昌
ε
）
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
し
て
は
全

米
最
初
の
州
知
事
（
↓
八
六
〇
⊥
ハ
ニ
年
）
に
な
る
な
ど
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
進
出
が
続
い
た
。
ま
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
レ
ベ
ル
で

も
、
東
部
に
先
駆
け
、
一
八
六
七
年
の
選
挙
で
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
マ
ッ
ク
コ
ピ
ン
（
問
鍔
爵
ζ
8
0
署
嘗
）
市
長
が
誕
生
し
た
が
、
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こ
れ
は
二
二
年
後
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
グ
レ
ー
ス
（
名
三
声
ヨ
マ
O
声
8
）
、
一
八
年
後
の
ボ
ス
ト
ン
市
長
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
（
寓
仁
讐
○
、
零
一
雪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

に
先
ん
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
市
長
の
登
場
は
、
同
国
人
を
勇
気
づ
け
た
。
一
八
六
九
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、

「
も
は
や
東
部
諸
州
の
多
く
の
地
域
で
見
ら
れ
た
民
族
や
宗
教
に
対
す
る
偏
見
に
よ
っ
て
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
っ
た
恐
れ
を
持

つ
必
要
は
な
い
」
あ
る
い
は
「
昇
進
を
阻
む
偏
見
は
ど
こ
に
も
な
い
」
な
ど
の
言
葉
が
、
新
規
に
到
着
し
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
掛
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
特
徴
に
つ
い
て
リ
ス
チ
ン
（
ζ
8
窃
田
の
魯
言
）
は
、
「
容
認
さ
れ
確
立
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
が

存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
、
馴
染
み
の
な
い
よ
そ
者
が
発
展
す
る
こ
と
を
断
固
と
し
て
抑
え
る
伝
統
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

他
の
大
都
市
に
お
け
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
大
半
が
祖
国
か
ら
直
接
や
っ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ニ
ュ
ー

オ
リ
ン
ズ
、
ボ
ス
ト
ン
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
や
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

な
ど
、
し
ば
ら
く
の
間
定
住
し
て
い
た
別
の
都
市
か
ら
移
動
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
ウ
ォ
ル
シ
ュ
（
鈷
ヨ
霧
ワ
≦
巴
警
）
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
指
導
的
な
立
場
が
と
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
彼
ら
に
は
上
方
階
層
へ
の
移
動
願
望
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
実
際
に
、
例
え
ば
祖
国
か
ら
職
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
も
の
が
熟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

練
工
と
な
る
率
は
高
か
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
金
鉱
が
発
見
さ
れ
た
後
、
そ
の
採
取
、
加
工
、
輸
送
に
お
い
て
無
数
の
経
済
活

動
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
急
成
長
を
遂
げ
た
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
が
二
一
〇
年
、
ボ
ス
ト
ン
が
二
〇
〇
年
を
必
要
と
し
た
と
こ
ろ
を

わ
ず
か
八
年
間
で
達
成
し
た
即
製
の
都
市
で
も
あ
る
。
そ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
は
圧
倒
的
に
独
身
者
、
若
者
、
男
性
が
多
か
っ
た
。

こ
う
し
た
環
境
に
あ
っ
て
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
幾
分
年
齢
が
高
く
、
他
の
都
市
で
の
生
活
経
験
と
訓
練
を
積
ん
で
お
り
、
家
族
を
と
も
な
っ

　
　
（
3
8
）

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
家
族
を
養
い
、
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
何
と
か
し
て
収
入
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
切
迫
感
が

あ
っ
た
。
こ
の
点
が
中
国
人
労
働
者
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
す
で
に
市
民
権
を
有
し
、
他
の
人
々
が
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
苦
労
を
積

ん
で
き
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
い
う
新
興
都
市
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
下
地
は
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
見
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受
け
ら
れ
る
。

四
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
と
中
国
人
排
斥

　
チ
ャ
ー
二
1
（
国
o
げ
曳
≦
。
9
。
∋
図
）
に
よ
れ
ば
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
都
市
の
発
展
と
政
策
決
定
の
観
点
か
ら
特
徴
付
け
る
と
、

表
3
の
よ
う
に
時
期
区
分
さ
れ
る
。
第
一
期
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
市
長
の
う
ち
、
人
民
党
（
℃
8
巳
①
．
ω
℃
胃
蔓
）
と
そ
れ
を
継
承
し
た
納

税
者
党
（
目
震
冨
巻
お
、
ω
℃
胃
受
）
か
ら
は
五
人
の
商
人
が
出
た
。
こ
の
時
期
、
市
政
に
期
待
さ
れ
た
役
割
は
夜
警
国
家
の
理
念
に
近
い
。

こ
の
市
政
観
は
人
民
党
も
、
同
じ
時
期
に
二
人
の
市
長
を
輩
出
し
た
民
主
党
（
U
。
ヨ
9
轟
浮
℃
畦
蔓
）
も
一
致
し
て
い
た
。
　
一
方
で
、
両

者
は
支
持
階
層
を
異
に
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
前
者
は
、
市
の
上
流
、
中
流
階
級
の
支
持
獲
得
に
力
を
入
れ
、
ド
イ
ッ
人
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
取
り
込
ん
だ
の
に
対
し
て
、
後
者
は
市
の
中
で
か
な
り
の
数
に
上
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
と
力
ト
リ
ッ
ク
教
徒
、
そ
し
て

労
働
者
階
級
に
重
点
を
置
い
た
。
こ
の
よ
う
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
民
主
党
は
、
ボ
ス
ト
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
と
同
じ
く
、
民
主

党
を
支
持
す
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
を
引
き
込
ん
だ
。

　
米
国
へ
向
か
っ
た
中
国
人
移
民
は
、
一
八
四
八
年
に
二
人
の
使
用
人
を
迎
え
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
ま
も
な
く
、

金
鉱
の
発
見
や
広
東
省
で
の
不
況
に
よ
り
、
「
黄
金
の
山
」
を
目
指
し
て
祖
国
を
離
れ
る
も
の
が
急
増
し
、
一
八
五
二
年
ま
で
に
到
着
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
39
）

た
中
国
人
は
二
万
五
〇
〇
〇
人
に
達
し
た
。
当
初
中
国
人
の
多
く
は
鉱
夫
と
し
て
働
い
た
が
、
彼
ら
は
し
ば
し
ば
白
人
が
見
捨
て
た
よ
う

な
場
所
で
金
を
掘
っ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
ア
イ
ダ
ホ
ヘ
入
っ
た
中
国
人
は
、
砂
金
が
良
く
取
れ
る
時
期
に
は
排
除
さ
れ
た
が
、
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

れ
に
く
く
な
る
と
白
人
は
中
国
人
に
そ
の
権
利
を
売
り
付
け
た
と
い
う
。
一
八
六
五
年
に
は
ク
ロ
ッ
カ
ー
（
9
胃
一
窃
9
・
畠
霞
）
が
、
鉄
道

敷
設
に
あ
た
る
労
働
者
を
中
国
か
ら
五
〇
人
連
れ
て
く
る
が
、
以
来
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
シ
フ
ィ
ク
鉄
道
（
O
窪
霞
巴
評
。
匡
。
即
巴
一
8
且
）
で

働
い
た
中
国
人
労
働
者
は
約
一
万
人
に
な
る
。
こ
こ
で
も
彼
ら
は
も
っ
と
も
危
険
な
作
業
に
従
事
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
一
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　　表3　20世紀転換期のサンフランシスコ市政に関する時期区分とアイリッシュの指導者

区　分 期　間 特　徴 アイリッシュの政治指導者

第1期 1856－1877 商人による支配 Frank　McCoppin市長

第2期 1877－1880 ワーキンクメンス・パーティーの台頭 Dems　Keamey（WPC党首）

第3期 1880－1890 バクリーによるホス政治の時代 Chrlstopher　A．Buckley

第4期 1890－1901 民主党改革者の全盛期 James　D．Phelan市長

第5期 1901－1911 ユニォン・レィハー・パーティーの時代 Eugene　E．Schm・tz市長

出典　区分およひ期間についてはWllham　Issel　and　Robert　W　Chemy，SαηFrαπαsco，

　　　　1865 1932（Berkeley，Los　Angeles　and　London　Umv　of　Cahfomla　Press，1986），

　　　　p．207より作成。

八
六
八
年
に
米
国
の
外
交
官
に
よ
り
中
国
と
の
間
で
バ
ー
リ
ン
ゲ
イ
ム
条
約
（
ギ
＄
蔓
9
野
旨
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

鴉
ヨ
①
）
が
交
わ
さ
れ
る
が
、
そ
の
翌
年
に
は
大
陸
横
断
鉄
道
が
完
成
し
た
た
め
、
中
国
人
は
新

た
に
職
を
見
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
中
国
人
に
対
す
る
差
別
は
、
主
に
政
治
家
や
新
聞
、
後
に
は
労
働
組
合
の
指
導
者
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
。
早
く
も
一
八
五
二
年
に
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
生
ま
れ
で
民
主
党
の
ビ
グ
ラ
ー
・

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
が
、
ア
ジ
ア
人
移
民
の
流
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
の
手
段
を
講
じ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
州
議
会
に
対
し
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
多
く
の
鉱
山
で
は
秩
序
が
失
わ
れ
て
い
た
が
、
一
八
五
〇
年
の
激
し
い
暴
動
の
後
、
州
議
会

は
出
生
に
よ
る
米
国
民
で
な
く
、
米
墨
戦
争
の
講
和
条
約
に
よ
り
市
民
に
な
れ
な
い
す
べ
て
の

鉱
夫
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
除
く
）
に
対
し
て
、
鉱
山
で
働
く
権
利
と
し
て
月
二

〇
ド
ル
の
税
金
を
課
す
法
律
を
通
過
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
帰
化
権
を
持
つ
白
人
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
に
埋
も
れ
る
富
を
自
由
に
探
す
権
利
を
獲
得
し
た
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
、

ス
ペ
イ
ン
人
、
メ
キ
シ
コ
人
、
ペ
ル
ー
人
、
チ
リ
人
、
そ
の
他
の
人
々
は
、
多
く
の
場
合
、
拳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

銃
や
短
銃
を
突
き
付
け
ら
れ
、
鉱
山
か
ら
強
制
的
に
追
放
さ
せ
ら
れ
た
。
一
八
五
五
年
に
鉱
山

の
暴
動
で
五
三
八
人
が
死
亡
し
た
事
件
で
は
、
中
国
人
三
二
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
（
こ
の
う
ち

少
な
く
と
も
六
人
は
徴
税
者
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
）
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
事
件
で
は
、
有
色
人

種
の
犠
牲
者
数
は
事
実
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
く
し
か
公
表
さ
れ
な
い
の
が
常
で
あ
る
。
中
南

米
の
人
々
が
鉱
山
か
ら
追
放
さ
れ
る
と
、
白
人
は
矛
先
を
中
国
人
労
働
者
に
集
中
し
て
向
け
た
。

一
八
五
五
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
は
、
外
国
人
鉱
夫
に
対
し
て
営
業
税
、
人
頭
税
、
保
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（
4
5
）

安
税
、
そ
し
て
入
漁
料
を
支
払
う
こ
と
を
義
務
付
け
る
が
、
中
国
人
労
働
者
は
こ
の
営
業
税
を
二
度
支
払
わ
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

　
米
国
で
は
当
時
、
中
国
人
が
帰
化
権
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
日
本
人
も
同
様
）
。
州
レ
ベ
ル
で
は
、
最
高
裁
判
所
は
中
国
人
が
白

人
に
対
し
て
法
廷
で
不
利
な
証
言
を
行
う
こ
と
を
許
さ
ず
、
白
人
と
の
結
婚
を
認
め
ず
、
一
八
五
四
年
に
有
色
人
種
の
た
め
の
学
校
を
、

五
九
年
に
は
中
国
人
専
用
の
学
校
を
設
置
し
、
六
五
年
に
は
こ
う
し
た
隔
離
学
校
の
設
置
を
合
法
化
す
る
た
め
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

教
育
令
を
改
正
す
る
な
ど
し
て
、
中
国
人
の
子
供
が
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に
あ
る
学
校
以
外
に
通
う
こ
と
を
許
可
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
洗

濯
屋
と
使
用
人
以
外
は
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
外
に
住
む
こ
と
が
で
き
ず
、
多
く
の
職
業
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
た
め
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
か

っ
た
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
一
八
六
二
年
の
初
期
に
反
ク
ー
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
（
＞
昌
6
8
ぎ
。
冨
房
）
が
組
織
さ
れ
、
同
時
に
白
人
労
働
者

を
組
織
化
し
よ
う
と
す
る
要
求
が
出
は
じ
め
た
。
一
八
六
七
年
の
選
挙
運
動
に
お
い
て
、
民
主
党
は
組
合
党
（
d
三
9
℃
胃
受
）
か
ら
労
働

者
を
巻
き
返
そ
う
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
頃
起
き
た
各
地
の
鉱
山
に
お
け
る
中
国
人
へ
の
暴
動
は
政
治
運
動
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
と

さ
れ
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
請
負
人
が
中
国
人
を
解
雇
し
な
い
こ
と
に
腹
を
立
て
た
数
百
人
も
の
暴
徒
が
中
国
人
三
〇
人
を
襲

撃
す
る
が
、
こ
の
背
景
に
は
、
暴
動
を
起
こ
す
こ
と
で
中
国
人
労
働
者
に
対
す
る
危
機
感
を
煽
り
、
白
人
労
働
者
を
団
結
さ
せ
よ
う
と
し

　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

た
と
の
見
方
が
あ
る
。
一
八
七
〇
年
を
前
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
警
（
警
官
に
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
多
い
）
は
無
力
な
存
在
と
な
っ
て
い

た
。
中
国
人
移
民
が
波
止
場
で
暴
行
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
も
は
や
日
常
茶
飯
事
と
な
り
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
か
ら
一
五
〇
人
の
中
国
人
が

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
し
た
時
に
は
、
投
石
や
暴
行
、
略
奪
が
行
わ
れ
、
五
〇
人
が
負
傷
し
た
が
、
逮
捕
さ
れ
る
者
は
出
な
か
っ
た
。

　
大
陸
横
断
鉄
道
の
完
成
と
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
終
焉
に
伴
い
職
を
失
っ
た
中
国
人
移
民
は
、
雇
用
の
機
会
を
求
め
て
都
市
へ
と
向
か
っ

た
。
同
じ
時
期
に
全
米
各
地
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ヘ
移
動
し
て
き
た
労
働
者
は
こ
こ
で
中
国
人
と
衝
突
す
る
と
に
な
る
が
、
「
こ
の
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

み
合
わ
せ
は
一
触
即
発
の
も
の
で
あ
っ
た
」
。
一
八
七
〇
年
ま
で
に
中
国
人
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
人
口
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

る
よ
う
に
な
る
と
、
「
中
国
人
問
題
は
お
そ
ら
く
州
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
と
な
っ
た
」
。
｝
八
七
〇
年
初
期
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
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広
場
で
は
靴
職
人
の
組
合
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
た
中
国
人
排
斥
集
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
市
レ
ベ
ル
で
も
差
別
立
法
が

作
ら
れ
た
。
一
八
七
三
年
に
は
、
中
国
人
経
営
者
を
困
難
に
陥
れ
る
た
め
洗
濯
屋
に
営
業
税
を
課
す
条
例
が
定
め
ら
れ
、
同
年
、
す
べ
て

の
収
監
者
に
対
し
て
髪
形
を
頭
皮
か
ら
一
イ
ン
チ
以
内
に
切
る
こ
と
を
命
じ
た
弁
髪
条
例
（
曾
窪
①
○
こ
5
き
8
）
案
が
出
さ
れ
た
。
時
の

共
和
党
の
ア
ル
ボ
ー
ド
（
≦
三
冨
5
≧
く
○
こ
）
市
長
は
拒
否
権
を
投
じ
た
が
、
次
期
の
民
主
党
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
（
＞
＆
お
≦
討
。
訂
自
即
嚇
葺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
51
）

市
長
が
こ
れ
に
署
名
し
た
た
め
、
一
八
七
六
年
に
は
成
立
し
た
。

　
失
業
者
が
増
大
し
た
一
八
七
六
年
に
は
、
中
国
人
に
狙
い
を
定
め
た
大
衆
集
会
が
開
か
れ
、
そ
れ
ま
で
の
最
高
の
二
万
五
〇
〇
〇
人
が

参
加
し
た
。
翌
一
八
七
七
年
に
は
全
米
が
不
況
に
陥
る
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
カ
ム
ト
ッ
ク
（
ネ
バ
ダ
州
西
部
）
鉱
山
か
ら
の
産
出
が

減
少
し
た
こ
と
と
、
干
ば
つ
の
被
害
に
遭
っ
て
穀
物
の
収
穫
が
失
敗
し
た
こ
と
が
重
な
り
、
事
態
は
深
刻
な
も
の
と
な
っ
た
。
収
穫
を
行

っ
て
い
た
労
働
者
と
波
止
場
で
収
穫
物
を
積
載
し
て
い
た
労
働
者
は
失
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
鉱
夫
た
ち
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
都

市
部
に
向
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
す
で
に
鉄
道
建
設
を
終
え
て
新
た
に
仕
事
を
見
付
け
た
中
国
人
が
お
り
、
失
業
者
数
は
膨
れ
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
失
業
率
は
、
少
な
く
と
も
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
こ
の
時
期
を
と
ら
え
て
出
て
き
た
の
が
、

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
率
い
ら
れ
た
政
党
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
持
す
る
労
働
組
合
で
あ
っ
た
。

　
全
米
規
模
で
不
況
に
陥
っ
た
一
八
七
七
年
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
労
働
者
を
う
ま
く
取
り
込
ん
で
台
頭
し
た
の
か
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

移
民
の
キ
ー
二
1
（
U
窪
誌
内
3
毎
2
）
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
ズ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
（
≦
○
詩
一
お
5
雪
ゴ
℃
畦
受
9
9
∈
○
下

巳
ゆ
）
で
あ
っ
た
。
同
党
は
小
さ
な
社
会
主
義
者
の
集
団
で
あ
り
、
市
政
の
役
割
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
考
え
方
は
そ
れ
ま
で
の
既
成
政

党
と
変
わ
り
な
か
っ
た
が
、
民
主
党
の
支
持
者
層
を
も
吸
収
し
、
さ
ら
に
最
も
所
得
の
低
い
層
に
照
準
を
当
て
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

同
年
七
月
、
同
党
は
東
部
に
お
け
る
大
規
模
な
鉄
道
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
鉄
道
労
働
者
に
対
す
る
賃
金
カ
ッ
ト
の
発
表

を
機
に
大
衆
集
会
を
主
催
し
、
事
実
上
州
を
支
配
し
て
い
た
サ
ザ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
（
ω
2
9
①
ヨ
評
9
8
閃
巴
一
3
巴
）
と
セ
ン

ト
ラ
ル
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
を
非
難
し
、
経
済
不
安
を
中
国
人
の
せ
い
に
し
た
。
キ
ー
二
i
は
市
庁
舎
前
の
広
場
に
集
ま
っ
た
市
の
貧
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困
層
を
中
心
と
す
る
約
八
O
O
O
人
を
前
に
し
て
、
「
金
持
ち
が
賃
金
を
下
げ
る
た
め
に
中
国
人
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
労
働
者
は
ノ
ブ
・

ヒ
ル
に
住
む
大
金
持
ち
と
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
彼
ら
の
手
先
の
両
方
か
ら
被
害
を
被
っ
て
い
る
。
独
占
は
な
く
す
べ
き
で
あ
る
」
と
繰
り

返
し
主
張
し
、
結
び
に
は
必
ず
「
中
国
人
よ
、
出
て
い
け
（
望
①
O
田
器
昭
竃
島
け
O
o
）
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
彼
の
演
説
後
、
暴
徒
化

し
た
人
々
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
失
業
の
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
た
低
賃
金
を
も
厭
わ
ず
に
働
く
中
国
人
に
ス
ケ
ー
プ
・
ゴ
ー
ト
の
対
象

　
　
　
（
5
2
）

を
向
け
た
。
多
く
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
中
国
人
に
殴
り
掛
か
る
な
ど
の
暴
挙
に
加
わ
っ
た
が
、
悪
名
の
高
さ
に
お
い
て
キ
ー
二
1
の
右
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

出
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
同
年
一
〇
月
、
採
鉱
業
な
ど
で
資
金
を
蓄
え
た
金
持
ち
の
大
邸
宅
が
並
ぶ
ノ
ブ
・
ヒ
ル
に
集
ま
っ
た
キ
ー
二
i

の
支
持
者
ら
は
、
周
辺
の
大
富
豪
の
家
々
に
対
し
て
暴
力
を
働
く
と
い
っ
て
脅
し
た
。

　
一
八
七
〇
年
代
末
か
ら
八
O
年
代
初
期
に
か
け
て
、
中
国
人
排
斥
を
煽
動
す
る
上
で
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
ズ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
が
果
た
し
た

役
割
は
大
き
い
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
一
八
七
八
年
に
、
あ
ら
ゆ
る
公
共
事
業
に
お
け
る
中
国
人
労
働
者
の
雇
用
を
禁
止
す
る
条
例

を
通
過
さ
せ
、
翌
一
八
七
九
年
に
は
ボ
ス
ト
ン
出
身
で
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
の
牧
師
で
あ
る
キ
ャ
ロ
ッ
ク
（
H
器
蓉
ψ
因
巴
δ
魯
）
を
市
長
候
補

と
す
る
が
、
選
挙
運
動
で
は
中
国
人
労
働
者
を
攻
撃
し
、
見
事
に
当
選
さ
せ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
だ
け
で
な
く
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
レ
ベ
ル
を
舞
台
と
し
て
も
活
動
を
展
開
し
、
州
政
府
に
不
満
を
抱
く
組
織
と
共
に
、
鉄
道
会
社
や
公
益
事
業
、
銀
行
、
そ
の
他
の
企
業

の
規
制
を
要
求
す
る
新
し
い
州
法
の
制
定
を
呼
び
掛
け
た
。
そ
の
結
果
採
択
さ
れ
た
一
八
七
九
年
の
州
法
に
は
、
鉄
道
に
課
せ
ら
れ
る
地

方
税
の
決
定
を
公
正
に
す
る
た
め
の
機
関
（
ω
童
①
ω
8
巳
亀
国
2
呂
鍔
江
9
）
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
は
中
国
人
の
土
地
所
有
、
選
挙
権
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

州
政
府
も
し
く
は
地
方
政
府
の
仕
事
に
関
わ
る
こ
と
ま
で
も
が
禁
じ
ら
れ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
一
八
七
〇
年
代
に
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
に
お
い
て
中
国
人
に
対
す
る
煽
動
が
利
用
さ
れ
差
別
を
助
長
す

る
が
、
一
八
八
O
年
代
の
組
合
の
結
成
に
よ
っ
て
、
中
国
人
排
斥
運
動
は
労
働
組
合
の
中
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
白
人
の
靴
職

人
、
煙
草
業
者
、
縫
製
業
者
ら
は
、
中
国
人
労
働
者
を
賃
金
や
労
働
条
件
に
対
す
る
脅
威
で
あ
る
と
見
な
し
た
。
彼
ら
は
ト
レ
ー
ド
・
ア

セ
ン
ブ
リ
！
（
ギ
区
霧
＞
器
⑩
ヨ
げ
ξ
）
の
指
示
に
従
い
、
消
費
者
に
中
国
人
が
作
っ
た
製
品
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
白
人
労
働
者
が
製
造
し
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た
と
の
ラ
ベ
ル
が
あ
る
製
品
だ
け
を
買
う
よ
う
に
促
し
た
。
同
会
は
当
初
、
あ
ま
り
活
動
的
で
は
な
か
っ
た
が
、
設
立
後
三
年
を
経
た
一

八
八
一
年
に
、
鋳
型
工
を
し
な
が
ら
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
ズ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
に
加
わ
っ
て
い
た
ロ
ニ
ー
（
国
β
爵
即
9
ε
）
が
代
表
者
に
な
る

と
、
新
た
に
会
員
を
増
や
し
、
中
国
人
労
働
者
と
囚
人
労
働
者
の
使
用
に
反
対
し
、
州
議
会
で
は
労
働
立
法
を
打
ち
立
て
る
た
め
の
陳
情

運
動
を
行
う
な
ど
に
わ
か
に
勢
い
を
得
た
。
一
八
四
一
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
生
ま
れ
、
六
七
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ
、
七
五
年
に
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
移
っ
た
ロ
ニ
ー
は
、
太
平
洋
沿
岸
全
体
を
統
括
す
る
拠
点
と
し
て
設
け
ら
れ
た
フ
ェ
デ
レ
イ
テ
ッ
ド
・
ト
レ
ー
ズ
・
カ

ウ
ン
シ
ル
（
問
＆
霞
讐
a
早
区
雷
O
o
琶
。
e
の
初
代
会
長
に
も
な
り
、
こ
こ
で
も
当
初
は
中
国
人
排
斥
を
中
心
課
題
と
し
て
い
た
。
し
か

し
一
八
八
0
年
代
に
な
る
と
、
そ
の
能
力
を
労
働
条
件
の
改
善
の
た
め
に
注
ぐ
よ
う
に
な
り
、
組
合
以
外
の
製
品
（
白
人
の
組
合
に
限
ら
ず
）

を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
製
品
に
組
合
の
ラ
ベ
ル
を
張
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
人
排
斥
を
唱
え
る
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

く
、
労
働
組
合
を
保
護
す
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
の
浸
透
を
図
る
こ
と
に
よ
り
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
。

　
元
来
、
古
株
の
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
は
個
人
主
義
的
性
向
を
重
ん
じ
る
た
め
に
労
働
組
合
に
属
さ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
組
合
員
の
大

多
数
は
外
国
生
ま
れ
の
者
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
一
八
八
0
年
代
の
イ
リ
ノ
イ
州
で
は
、
貿
易
組
合
員
の
五
分
の
四
が
外
国
出
身
者
で
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

め
ら
れ
て
い
た
。
組
合
員
自
身
が
移
民
で
あ
る
た
め
に
、
一
般
的
に
労
働
組
合
は
移
民
制
限
に
は
反
対
の
立
場
を
取
る
の
が
常
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、
特
に
一
八
七
七
年
に
は
じ
ま
っ
た
広
場
で
の
中
国
人
に
対
す
る
過
激
な
排
斥
集
会
に
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
を
は
じ
め
と
す
る
低
賃
金
労
働
者
が
集
ま
り
、
同
じ
く
低
賃
金
で
働
く
中
国
人
労
働
者
に
脅
威
を
抱
く
労
働
者
を

団
結
さ
せ
て
、
中
国
人
労
働
者
を
排
除
す
る
組
織
的
な
運
動
を
展
開
す
る
。

　
一
八
七
〇
年
代
後
半
に
経
済
不
況
を
背
景
と
し
て
台
頭
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
ズ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
党
の
政
策
を
め
ぐ
る
内
部
分
裂

や
同
党
の
煽
動
の
結
果
に
対
す
る
失
望
が
広
が
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
八
八
一
年
一
月
ま
で
に
消
滅
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
あ
る
意

味
で
は
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
ズ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
の
成
果
で
も
あ
る
中
国
人
排
斥
法
が
一
八
八
二
年
に
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
様
々
な
形
で
差
別
を
受
け
て
き
た
中
国
人
移
民
の
数
は
、
新
規
の
入
国
者
が
減
っ
た
だ
け
で
な
く
帰
国
す
る
者
も
増
加
し
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た
た
め
、
激
減
し
た
。
渡
米
し
た
中
国
人
移
民
の
数
は
、
一
八
八
一
年
に
は
一
万
一
八
九
〇
人
、
八
二
年
に
は
三
万
九
五
七
九
人
に
上
っ

た
が
、
こ
れ
を
ピ
ー
ク
に
、
八
三
年
に
は
八
〇
三
一
人
、
八
四
年
に
は
二
七
九
一
人
、
八
五
年
に
は
二
二
人
と
目
に
見
え
て
減
少
し
た
。

一
方
日
本
人
移
民
の
数
は
、
一
八
九
一
年
に
初
め
て
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
、
九
八
年
に
は
二
二
一
二
〇
人
、
九
九
年
に
は
二
八
四
四
人
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

し
て
一
九
九
〇
年
に
は
一
挙
に
一
万
二
六
三
五
人
に
ま
で
増
加
す
る
。

　
た
だ
し
、
排
斥
法
制
定
後
五
年
間
は
中
国
人
労
働
者
に
対
す
る
暴
動
は
な
く
な
ら
ず
、
通
り
で
投
石
を
受
け
た
り
、
白
人
は
警
察
の
保

護
の
下
に
自
由
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
売
春
を
行
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
人
が
逮
捕
さ
れ
た
場
合
に
は
自
分
の
分
だ
け
で
な
く
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
白
人
の
分
ま
で
罰
金
を
支
払
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
中
国
人
の
伝
統
で
あ
る
弁
髪
を
切
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

中
国
人
の
家
屋
は
焼
か
れ
、
財
産
は
盗
ま
れ
、
何
の
救
済
策
や
保
護
も
な
い
ま
ま
破
壊
さ
れ
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
一
八
七
〇
年

代
の
下
級
裁
判
所
の
役
人
は
す
べ
て
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
中
で
労
働
者
階
級
に
通
じ
た
者
が
政
治
的
任
命
を
受
け
て
い
た
。
そ
れ
で
も
排

斥
法
の
通
過
後
、
中
国
人
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
よ
う
や
く
自
分
た
ち
の
権
利
を
確
保
す
る
た
め
に
、
同
国
人
の
金
銭
的
支
援
を
得
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

試
訴
を
行
う
と
い
う
手
段
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
と
中
国
人
の
排
斥
に
つ
い
て
振
り
返
る
と
、
第
一
に
、
市
民
権
を
持
た
な
い
ア
ジ
ア
人

に
排
他
的
な
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
活
発
な
活
動
が
行
な
わ
れ
る
以
前
か
ら
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
中
南
米
系
の
人
々
、
中
国
人
な
ど
に
対

す
る
差
別
行
為
が
見
ら
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
条
例
で
も
差
別
が
合
法
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、

東
部
と
同
様
、
民
主
党
支
持
者
に
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
多
く
、
そ
の
支
持
母
体
を
受
け
継
い
だ
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
ズ
・
パ
！
テ
ィ
ー
は
、
ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
て
権
力
が
握
ら
れ
た
こ
と
、
そ
れ
ま
で
の
政
党
は
事
実
上
鉄
道
に
よ
る
支
配
を
受
け
て
い
た
が
、
同
党
は
上
流
・
中

流
階
級
で
は
な
く
実
質
的
な
労
働
者
に
焦
点
を
当
て
支
持
層
を
増
や
し
た
こ
と
、
第
三
に
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
政
権
や
労
働
組
合
を
動
か

す
よ
う
に
な
っ
た
一
八
七
〇
年
代
の
後
半
か
ら
、
暴
動
や
中
傷
と
い
っ
た
法
に
よ
ら
な
い
差
別
が
露
骨
に
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
も
っ
ぱ

ら
中
国
人
だ
け
を
集
中
し
て
攻
撃
し
、
労
働
者
の
団
結
を
深
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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五
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
と
日
本
人
排
斥

20世紀転換期のサンフランシスコ市政とアイリソシュの進出

　
中
国
人
排
斥
法
制
定
以
降
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
は
、
ボ
ス
政
治
か
ら
革
新
政
治
へ
、
そ
し
て
再
度
ボ
ス
政
治
と
い
っ
た
具
合
に

目
ま
ぐ
る
し
く
展
開
す
る
。
｝
八
八
O
年
代
か
ら
日
本
人
へ
の
排
斥
運
動
が
進
む
一
九
、
一
〇
年
代
ま
で
の
特
色
と
し
て
、
第
一
に
、
労
働

組
合
の
組
織
化
が
さ
ら
に
進
展
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
ボ
ス
政
治
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
、
第
三
に
、
減
少
し
た
中
国
人
に
代
わ
り
、
排
斥

の
対
象
が
日
本
人
移
民
に
移
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
第
一
の
特
徴
と
し
て
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
多
く
の
業
種
で
労
働
組
合
が
組
織
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ま
で
見

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
し
て
、
全
国
組
織
に
加
入
す
る
組
合
が
出
現
し
は
じ
め
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
特
に
↓
八
八
六
年
か
ら

一
八
九
三
年
に
か
け
て
は
労
働
組
合
の
組
織
化
が
一
段
と
加
速
す
る
が
、
な
か
に
は
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
（
＞
目
①
ま
彗
守
号
蛋
一
8

9
痘
げ
曾
）
と
提
携
す
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。
こ
の
組
織
は
オ
ラ
ン
ダ
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
系
を
持
ち
ロ
ン
ド
ン
で
生
ま
れ
た
ゴ
ン
パ
ー
ス

（
留
ヨ
藷
一
Ω
o
ヨ
冨
お
）
に
よ
っ
て
、
一
八
八
六
年
、
オ
ハ
イ
オ
州
に
創
設
さ
れ
た
。
社
会
主
義
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
に
関
す
る
論
争
か
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
59
）

な
ゴ
ン
パ
ー
ス
は
、
ア
ジ
ア
人
労
働
者
を
非
難
し
、
彼
ら
が
組
合
に
入
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
と
の
つ
な

が
り
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
と
ア
ジ
ア
人
労
働
者
の
排
斥
と
い
う
手
法
を
根
付
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
時
代
を
象
徴
す
る
第
二
の
特
徴
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ス
政
治
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
も
多
く
の
場
合
、
そ
の
主

役
が
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
点
は
興
味
深
い
。
政
治
ボ
ス
と
い
う
立
場
か
ら
一
八
八
○
年
代
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
支
配
し
た
の
は
、

民
主
党
の
バ
ク
リ
ー
（
O
ξ
巨
0
9
霞
＞
夷
畠
浮
①
切
琴
匹
身
）
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
の
子
孫
と
し
て
一
八
四
五
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
生
ま
れ
た
彼
は
、
↓
六
歳
の
時
に
一
家
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ヘ
移
動
し
、
路
面
電
車
の
車
掌
や
バ
；
テ
ン
ダ
ー
を
や
っ
て
い
た

が
、
そ
の
酒
場
の
主
人
が
当
時
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
鉱
山
キ
ャ
ン
プ
に
も
酒
場
を
持
ち
、
政
治
に
通
じ
て
い
た
マ
ギ
ア
（
↓
・
簿
ζ
即
讐
ぎ
）

で
あ
っ
た
。
か
つ
て
マ
ギ
ア
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
劇
場
で
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
し
て
い
た
が
、
そ
こ
で
タ
マ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
政
治
家
で
あ
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っ
た
ブ
ロ
ー
ダ
リ
ッ
ク
と
共
に
働
い
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
同
じ
民
族
に
よ
る
つ
な
が
り
か
ら
、
バ
ク
リ
ー
は
七
〇
年
代

中
葉
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
タ
マ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
属
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
バ
ク
リ
ー
は
、
一
八
七
三
年
に
再
び
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ヘ
戻
る
が
、
そ
の
時
代
に
は
急
激
に
都
市
化
が
進
行
し
、
早
急
に
公
共
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
を
と
ら
え
た

バ
ク
リ
ー
は
、
各
役
職
の
任
免
権
を
手
中
に
収
め
、
そ
れ
を
利
用
し
て
収
賄
を
繰
り
返
し
な
が
ら
地
元
の
民
主
党
を
支
配
し
た
。
こ
う
し

て
バ
ク
リ
ー
は
、
自
分
自
身
は
役
人
や
政
治
家
と
い
っ
た
職
業
に
は
就
か
ず
、
政
党
マ
シ
ー
ン
を
通
じ
て
富
を
蓄
積
し
た
。

　
ボ
ス
政
治
に
は
功
罪
両
側
面
が
あ
る
。
大
都
会
で
選
挙
に
勝
利
す
る
た
め
に
大
票
田
が
必
要
な
政
治
ボ
ス
に
と
っ
て
は
、
移
民
、
た
と

え
ば
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
組
織
票
は
願
っ
て
も
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
政
党
マ
シ
ー
ン
は
、
「
移
民
に
帰
化
権
の
手
続
き
を
取
り
、
仕
事
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

人
を
紹
介
し
、
裁
判
に
よ
る
監
視
の
目
か
ら
解
放
し
、
民
族
の
プ
ラ
イ
ド
に
敬
意
を
払
っ
た
」
。
一
方
で
、
移
民
を
必
要
と
す
る
ボ
ス
が
、

彼
ら
を
都
市
に
お
け
る
マ
シ
ー
ン
の
政
治
的
道
具
と
し
、
腐
敗
を
助
長
し
た
と
の
批
判
が
あ
る
。

　
二
〇
世
紀
転
換
期
ま
で
に
、
米
国
に
深
刻
な
政
治
・
社
会
上
の
危
機
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
都
市
に
お
け
る
政
党
マ
シ
ー
ン
で
あ
る
こ

と
は
疑
い
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ブ
ラ
イ
ス
（
鈷
ヨ
窃
ω
蔓
8
）
が
「
市
政
は
米
国
に
お
け
る
著
し
い
失
敗
の
一
つ
で
あ
る
」
と
言
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
61
）

た
よ
う
に
、
上
流
の
W
A
S
P
は
、
政
治
を
触
れ
て
は
な
ら
な
い
、
汚
れ
た
も
の
と
さ
え
見
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
バ
ク
リ
ー

の
支
配
し
た
一
八
八
O
年
代
は
都
市
化
が
一
層
進
み
、
初
期
に
は
景
気
も
回
復
し
た
こ
と
、
一
八
八
二
年
に
中
国
人
移
民
排
斥
法
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
バ
ク
リ
ー
自
身
が
中
国
人
移
民
に
対
す
る
露
骨
な
差
別
に
関
与
し
た
と
す
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
は
、
ボ
ス
政
治
を
行
っ
た
バ
ク
リ
ー
に
対
す
る
反
発
か
ら
、
政
治
マ
シ
ー
ン
の
力
を
打
破
す
る
た
め
に
革
新
主
義
を
導
入
し
た

民
主
党
の
フ
ィ
ー
ラ
ン
（
鼠
ヨ
窃
U
毫
巴
写
①
一
き
）
が
市
政
を
握
る
こ
と
に
な
る
。

　
三
六
歳
の
若
さ
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
長
に
選
ば
れ
た
彼
は
、
一
八
六
一
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
生
ま
れ
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
、
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
〇
一
年
に
か
け
て
市
長
職
を
務
め
た
。
一
八
二
一
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
ヘ
渡
り
、
一
八
四
九
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ヘ
や
っ
て
き
た
彼
の
父
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
商
人
と
し
て
成
功
し
、
大
変
な
資
産
を
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築
い
た
。
彼
自
身
も
銀
行
業
や
不
動
産
業
を
拡
張
さ
せ
た
資
産
家
で
あ
り
、
ボ
ス
支
配
と
腐
敗
政
治
か
ら
の
打
破
を
目
標
に
掲
げ
、
市
長

の
権
限
を
強
化
し
た
り
、
都
市
の
美
化
計
画
を
推
進
し
た
が
、
同
時
に
東
洋
人
の
排
斥
を
強
く
訴
え
た
。
フ
ィ
ー
ラ
ン
政
権
期
は
、
ち
ょ

う
ど
日
本
人
移
民
が
急
増
し
た
時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
象
は
ま
さ
し
く
日
本
人
に
向
け
ら
れ
た
。
彼
は
一
九
〇
〇
年
に
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
で
疫
病
が
流
行
し
た
時
、
い
ち
は
や
く
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
と
日
本
人
街
を
隔
離
す
る
よ
う
命
じ
た
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

議
会
で
日
本
人
を
対
象
に
し
た
外
国
人
土
地
所
有
法
が
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
な
っ
た
際
、
日
本
が
一
九
一
五
年
に
開
催
さ
れ
る
パ
ナ
マ
博
覧

会
（
℃
讐
四
ヨ
甲
評
。
匡
。
穿
唇
ω
ぼ
○
口
）
へ
の
出
展
を
拒
否
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
同
博
覧
会
の
代
表
の
座
を
断
り
、
土
地
所

有
法
の
制
定
に
全
力
を
注
い
だ
。
そ
の
後
も
、
多
く
の
排
日
集
会
を
開
催
し
た
り
、
一
九
一
五
年
か
ら
↓
九
二
一
年
ま
で
民
主
党
選
出
の

連
邦
上
院
議
員
を
務
め
る
が
、
再
選
時
に
は
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
白
人
の
も
の
に
」
と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
一
九
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

年
に
死
亡
す
る
ま
で
、
排
日
運
動
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
一
般
的
に
革
新
政
治
の
担
い
手
は
都
市
中
産
階
級
の
出
身
で
、
「
米
国
史
に
見
ら
れ
る
改
革
運
動
の
中
で
も
、
こ
の
運
動
ほ
ど
裕
福
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

人
々
か
ら
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
が
米
国
生
ま
れ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
り
、
専
門
的
な
職

業
を
持
ち
、
大
学
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
の
目
的
は
、
悪
徳
政
治
家
の
排
除
、
市
政
の
効
率
化
、
税
制
改
革
、
公
益
企
業

の
規
制
、
社
会
福
祉
の
増
進
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
移
民
制
限
を
支
持
し
て
い
た
。
米
国
生
ま
れ
の
上
流
・
中
流
階
級
の
人
々
は
、

「
新
規
に
や
っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
人
の
住
む
生
活
環
境
　
　
ス
ラ
ム
、
雑
踏
、
不
衛
生
な
窮
状
、
見
知
ら
ぬ
言
語
と
宗
教
　
　
に
ぞ
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
64
）

し
、
移
民
票
を
使
う
各
地
の
政
党
マ
シ
ー
ン
に
憤
慨
し
た
」
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
唱
え
た
改
革
は
、
「
質
の
良
い
階
級
に
よ
る
影
響
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
65
）

を
高
め
、
政
治
に
移
民
が
近
付
く
こ
と
を
阻
止
す
る
狙
い
を
持
っ
て
い
た
」
。

　
こ
れ
に
対
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
革
新
政
治
を
行
っ
た
の
は
、
力
ト
リ
ッ
ク
を
信
仰
す
る
裕
福
な
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
フ
ィ
ー
ラ
ン

で
あ
っ
た
。
米
国
東
部
で
は
政
治
的
理
念
に
無
関
心
で
あ
っ
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
政
治
の
主
役
に
な
り
、

し
か
も
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
中
に
は
確
か
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
低
賃
金
労
働
者
が
多
く
存
在
し
た
が
、
差
別
を
受
け
る
側
で
は
な
く
、
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ア
ジ
ア
人
な
ど
を
差
別
す
る
側
に
な
っ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
質
の
良
い
階
級
と
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

を
含
む
白
人
を
指
し
、
ア
ジ
ア
人
移
民
の
阻
止
を
訴
え
る
こ
と
で
、
政
治
に
白
人
移
民
を
近
付
け
た
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。

　
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
カ
ゴ
な
ど
で
も
、
一
時
的
に
は
改
革
者
が
ボ
ス
支
配
を
打
破
し
た
が
、
マ
シ
ー
ン
は
必
ず
と

言
っ
て
良
い
ほ
ど
、
改
革
に
対
す
る
熱
意
が
失
わ
れ
る
や
否
や
復
活
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
も
、
フ
ィ
ー
ラ
ン
の
改
革
政
治
は
、

一
九
〇
一
年
の
五
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
発
生
し
た
激
し
い
労
使
紛
争
を
力
で
押
さ
え
た
こ
と
で
労
働
者
か
ら
反
感
を
買
い
、
ま
た

州
の
軍
隊
に
出
動
要
請
を
し
た
こ
と
で
資
本
家
の
支
持
も
失
い
、
労
働
争
議
の
収
拾
に
お
け
る
責
任
を
取
っ
て
自
ら
立
候
補
を
辞
退
し
た

フ
ィ
！
ラ
ン
の
代
わ
り
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
握
っ
た
の
は
、
検
事
で
共
和
党
の
一
派
を
作
っ
た
ル
ー
フ
（
》
げ
声
冨
B
力
奉
｛
）
で
あ
り
、
そ

の
後
再
び
ボ
ス
政
治
が
展
開
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
も
ア
ジ
ア
人
排
斥
の
声
は
止
ま
な
か
っ
た
。

　
ル
！
フ
は
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
が
、
自
ら
市
長
に
出
る
の
で
は
な
く
政
治
ボ
ス
と
し
て
君
臨
し
、
既
成
政
党
に
対
す
る
信
頼

の
薄
ら
い
だ
九
月
、
地
元
で
の
選
挙
の
わ
ず
か
二
ヵ
月
前
に
ユ
ニ
オ
ン
・
レ
イ
バ
：
・
パ
ー
テ
ィ
ー
（
d
巳
9
U
ぎ
9
℃
鷺
蔓
）
を
結
成
し

た
。
そ
し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
で
音
楽
家
組
合
に
属
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
と
ド
イ
ッ
系
の
血
筋
を
引
く
政
治
の
経
験
が
ま
っ

た
く
な
い
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
（
曽
鵯
語
ω
魯
邑
E
を
労
働
者
側
に
立
つ
市
長
候
補
と
し
て
担
ぎ
上
げ
、
見
事
に
当
選
さ
せ
た
。
こ
の
時
に
は

労
働
組
合
員
票
と
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
二
大
勢
力
で
あ
っ
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
と
ド
イ
ッ
系
の
票
が
集
ま
っ
た
こ
と
、
選
挙
運
動
の
中

で
東
洋
人
（
主
な
対
象
は
日
本
人
）
排
斥
を
掲
げ
た
こ
と
が
勝
因
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ル
ー
フ
は
、
バ
ク
リ
ー
同
様
マ
シ
ー
ン
政
治
を
築
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

上
げ
る
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
彼
が
担
ぎ
上
げ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
市
長
と
共
に
す
べ
て
の
任
免
権
を
握
っ
て
い
た
こ
と
、
共
和
党

と
の
連
携
を
維
持
し
続
け
て
い
た
こ
と
、
事
実
上
、
市
長
も
含
め
労
働
者
の
政
治
的
活
動
に
関
し
て
完
全
に
掌
握
し
て
い
た
た
め
で
あ
り
、

以
前
と
同
様
に
収
賄
や
財
物
強
要
、
汚
職
が
行
わ
れ
た
。
や
が
て
汚
職
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
中
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
は
一
九
〇
六
年
四

月
に
発
生
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
地
震
の
修
復
工
事
に
お
い
て
日
本
人
労
働
者
の
雇
用
を
拒
否
し
、
同
年
一
〇
月
に
は
公
立
小
・
中

学
校
に
通
っ
て
い
た
日
本
人
を
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に
あ
る
東
洋
人
学
校
に
転
校
さ
せ
よ
う
と
し
て
日
本
人
学
童
隔
離
問
題
が
起
こ
り
、
こ
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へ
6
7
）

れ
が
結
果
的
に
連
邦
政
府
を
も
動
か
す
日
米
間
の
外
交
問
題
に
発
展
す
る
な
ど
、
日
本
人
排
斥
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
政
権
期
に
は
、
幾
つ
か
の
貿
易
組
合
の
指
導
者
が
中
心
と
な
っ
て
ア
ジ
ア
人
排
斥
連
盟
（
＞
巴
き
穿
巳
島
一
8

需
品
き
）
が
設
立
さ
れ
る
。
そ
の
名
前
は
ま
も
な
く
日
韓
人
排
斥
連
盟
（
魯
冨
諾
器
即
区
民
○
お
雪
穿
巳
島
H
8
零
お
仁
①
）
と
変
わ
り
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
生
ま
れ
の
ト
ベ
ェ
イ
ト
モ
ウ
（
9
鑑
＞
弓
蚕
喜
8
）
ら
が
先
陣
を
切
っ
て
各
地
で
反
日
集
会
を
開
い
た
。
ト
ベ
ェ
イ
ト
モ
ウ
は

セ
メ
ン
ト
エ
で
、
一
八
九
九
年
に
は
セ
メ
ン
ト
工
組
合
の
会
長
と
な
る
。
そ
の
後
一
九
∩
）
0
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
建
築
業
協
会
（
ω
き

孚
彗
身
8
切
巨
巳
お
↓
轟
匙
霧
O
o
巨
包
）
に
入
会
し
た
が
、
そ
れ
は
同
協
会
の
会
長
を
務
め
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
マ
ッ
カ
ー
シ

ー
（
評
巳
畠
浮
簿
賓
ζ
。
9
寡
ξ
）
に
誘
わ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
労
働
組
合
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
イ
リ
ッ
シ

ュ
と
外
国
人
労
働
者
と
の
つ
な
が
り
が
非
常
に
目
立
つ
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
、
一
七
歳
の
と
き
米
国
に
移
り
し
ば
ら
く
シ
カ
ゴ
に
住
ん
だ

後
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
で
大
工
組
合
の
会
員
に
な
り
、
一
八
八
六
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
や
っ
て
き
て
、
大
工
業
に
組
合
主
義
を
持
ち

込
ん
だ
。
一
八
九
八
年
に
三
五
歳
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
建
築
業
協
会
の
会
長
と
な
り
、
そ
の
後
一
五
年
間
会
長
に
再
選
さ
れ
た
。
彼
ら

は
↓
九
〇
一
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
建
築
業
協
会
（
oQ
翼
①
o」
巨
岳
お
ギ
＆
霧
O
O
毒
包
）
の
設
立
に
も
協
力
し
、
建
築
業
で
は
組
合
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
68
）

し
か
働
け
な
い
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
主
義
を
打
ち
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
日
韓
人
排
斥
連
盟
の
主
張
は
、
東
洋
人
の
米
国
本
土
へ
の
大
量
流
入
が
米
国
の
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
生
命
を
脅
か
す

と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
五
年
の
時
点
で
会
員
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
議
員
を
加
え
た
日
韓
人
排
斥
連
盟
は
、
議
会
に
日

本
人
排
斥
法
案
を
提
出
す
る
よ
う
依
頼
し
、
震
災
後
日
本
人
経
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
市
の
復
興
工
事
関
係
者
ら
を
相
手
に
繁
盛
し
て
い
る

の
を
見
る
や
否
や
、
こ
れ
に
危
害
を
加
え
た
た
め
、
財
産
を
す
べ
て
失
っ
た
日
本
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
日
本
人
学
童
隔
離
問
題
の
発
生
と
そ
の
解
決
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
日
本
人
移
民
問
題
は
も
は
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
止

ま
ら
ず
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や
連
邦
レ
ベ
ル
で
討
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
一
〇
年
以
降
に
お
け
る
日
本
人
排
斥
の
動
き
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や
近
隣
諸
州
を
舞
台
と
し
、
日
本
人
の
土
地
所
有
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
す
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
的
拡
大
の
様
相
を
呈
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し
は
じ
め
た
の
は
、
日
本
人
が
一
九
〇
六
年
四
月
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
生
じ
た
震
災
後
に
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
な
ど
に
移
動
し
た
た

め
で
も
あ
る
。
米
国
本
土
で
は
日
本
人
は
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
農
業
に
従
事
し
、
そ
の
他
の
職
業
に
お
い
て
も
低
賃
金
、
長
時
間
、
困

難
な
労
働
条
件
を
不
平
も
言
わ
ず
に
受
け
入
れ
た
。
勤
勉
で
倹
約
家
と
の
評
価
も
受
け
て
い
た
口
本
人
労
働
者
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
や
労
働
組
合
に
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
憎
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
日
本
人
の
農
地
所
有
を
め
ぐ
る
論
争
は
一
九
二
年
頃
か
ら
続
い
て
い
た
が
、
一
九
一
一
年
か
ら
一
七
年
ま
で
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
を
務
め
た
の
は
、
政
治
改
革
に
取
り
組
ん
だ
共
和
党
の
革
新
主
義
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
臣
声
ヨ
≦
」
o
ぎ
の
9
）

で
あ
っ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
で
は
、
一
九
一
三
年
に
「
米
国
市
民
と
な
り
得
な
い
外
国
人
」
の
不
動
産
取
得
に
制
限
が
加
え
ら

れ
、
一
九
二
〇
年
に
は
借
地
権
も
含
ん
だ
不
動
産
取
得
が
禁
止
さ
れ
、
米
国
生
ま
れ
の
未
成
年
の
子
供
を
財
産
の
後
見
人
と
す
る
こ
と
を

禁
止
し
た
外
国
人
土
地
法
が
制
定
さ
れ
る
。
前
者
は
、
日
本
政
府
や
連
邦
政
府
の
反
対
を
押
し
切
り
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
知
事
の
署
名
に
よ
り

成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
一
七
年
か
ら
四
五
年
に
生
涯
を
終
え
る
ま
で
連
邦
上
院
議
員
を
務
め
、
長
い
間
の
懸
案
と
な
っ
て

い
た
日
本
人
移
民
の
米
国
へ
の
入
国
を
禁
止
す
る
移
民
立
法
を
制
定
し
、
日
本
人
か
ら
す
べ
て
の
権
利
を
剥
奪
す
る
た
め
に
尽
力
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

こ
の
時
代
に
台
頭
し
た
革
新
主
義
は
、
以
前
の
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
ズ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
、
人
種
差
別
主
義
を
も
掲
げ
て
い
た
。
外

国
人
に
対
す
る
土
地
所
有
を
禁
止
さ
せ
る
動
き
は
、
こ
う
し
た
革
新
主
義
者
ら
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
一
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
日
本
人
排
斥
連
盟
（
岳
冨
器
器
穿
。
ピ
巴
9
9
品
垢
o
隔
9
ま
9
巳
餌
）

の
中
心
人
物
で
あ
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
マ
ッ
ク
ラ
ッ
チ
：
（
＜
巴
①
呂
器
幹
轟
旨
ζ
。
9
讐
。
ξ
）
が
日
本
人
排
斥
を
声
高
に
叫
ぶ
よ
う
に
な

る
。
彼
は
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
ビ
ー
（
の
8
ミ
ミ
§
8
0
u
R
）
の
編
集
者
で
あ
り
、
日
本
人
は
本
質
的
に
ア
メ
リ
カ
人
と
同
化
で
き
な
い
と

い
う
観
点
か
ら
排
斥
を
唱
え
、
州
の
財
務
労
働
長
官
、
司
法
長
官
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
出
征
軍
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
愛
国
的
団
体

の
米
国
在
郷
軍
人
会
と
と
も
に
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
サ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
エ
ス
ト
（
Z
器
お
ω
o
房
o
P
ぎ
Ω
o
崔
①
昌
≦
婁
）
や

フ
ィ
：
ラ
ン
ら
か
ら
な
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
両
院
移
民
委
員
会
（
9
ξ
0
3
寅
き
ぎ
ニ
ヨ
巨
讐
暮
9
0
0
5
ヨ
ぎ
8
）
の
指
導
的
立
場
に
あ
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（
71
）

る
も
の
と
し
て
、
国
務
省
に
提
出
す
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
数
多
く
作
成
し
た
。
日
本
人
排
斥
連
盟
に
よ
る
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

今
後
日
本
人
移
民
は
男
性
だ
け
で
な
く
女
性
も
、
そ
し
て
熟
練
・
不
熟
練
労
働
者
だ
け
で
は
な
く
農
夫
や
小
商
い
の
商
人
、
知
的
職
業
も

含
め
て
す
べ
て
排
斥
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
日
本
人
の
排
斥
は
、
外
国
人
や
同
化
で
き
な
い
人
種
、
現
状
で
は
米
国
で
生
ま
れ
て
も
米
国

市
民
と
し
て
の
義
務
を
果
た
す
の
に
相
応
し
く
な
い
人
々
に
よ
る
発
展
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
、
黄
色
と
褐
色
の
人
種
に
は
依

然
と
し
て
帰
化
権
が
な
い
こ
と
、
日
本
人
の
出
生
率
が
高
い
こ
と
、
経
済
競
争
に
お
い
て
日
本
人
が
優
位
に
立
つ
た
め
、
白
人
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
産
業
界
か
ら
急
速
に
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
日
本
人
移
民
に
対
し
て
例
外
を
除
い
て
米
国
本
土
へ
の
旅
券
を
発
給
し
な
い

と
の
約
束
し
た
一
九
〇
八
年
の
日
米
紳
士
協
定
が
効
力
を
発
揮
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
八
八
O
年
代
以
降
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
中
心
と
な
っ
て
、
主
と
し
て
日
本
人
を
対
象
と

し
た
ア
ジ
ア
人
排
斥
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
ア
ジ
ア
人
排
斥
と
い
う
観
点
に
絞
っ
て
み
る
と
、
彼
ら
が
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
経
済
的
な
成
功
を
お
さ
め
、
政
財
界
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
同
国
人
や
労
働
者
を
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

揮
す
る
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
ア
ジ
ア
人
を
排
斥
す
る
上
で
も
指
導
権
を
確
立
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の

後
は
、
労
働
組
合
や
特
定
の
人
種
か
ら
だ
け
で
な
く
、
革
新
政
治
を
掲
げ
た
政
治
家
や
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
米
化
運
動
の
影
響
に
よ

り
愛
国
主
義
者
た
ち
か
ら
も
敵
意
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
革
新
主
義
は
、
実
質
的
に
日
本
人
移
民
の
入
国
を
禁
止
し
た
一
九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

四
年
の
割
当
て
移
民
法
の
成
立
を
支
援
す
る
な
ど
し
て
幕
を
閉
じ
る
の
で
あ
っ
た
。

六
　
結
　
び

　
中
国
人
、
日
本
人
に
対
す
る
排
斥
運
動
は
、

と
の
関
連
で
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
特
有
の
環
境
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
発
展
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
一
捜
千
金
を
夢
見
て
や
っ
て
き
た
東
部
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
に
お
け
る
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
の

家
庭
に
育
っ
た
多
く
の
若
者
に
と
っ
て
、
現
実
は
お
そ
ら
く
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
系
、
メ
キ
シ
コ
系
の
人
々

に
対
す
る
嫌
悪
感
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
衝
突
、
そ
し
て
東
部
に
は
ま
ず
見
ら
れ
な
か
っ
た
中
国
人
の
存
在
。
彼
ら
と
の
出
会
い
は
衝
撃

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
同
時
に
そ
こ
で
は
、
白
人
に
と
っ
て
大
変
開
か
れ
た
環
境
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
い
く
。
市
民
権
を
有

す
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
州
議
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
は
非
白
人
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
既
存
の
都
市
に
お
い
て
は
、
W

A
S
P
社
会
の
中
枢
部
に
入
っ
て
権
力
を
握
れ
な
か
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
ま
だ
若
い
世
代
の
多
い
、
都
市
と
し

て
確
立
さ
れ
て
い
な
い
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
移
動
し
て
き
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
環
境
か
ら
受
け
る
衝
撃
は
あ
ま

り
大
き
く
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
伝
統
を
享
受
し
、
発
展
す
る
上
で
は
持
っ
て
来
い
の
環
境
が
整
っ
て
い
た
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
。

　
米
国
に
到
着
す
る
移
民
が
一
〇
万
人
を
突
破
し
た
の
は
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
場
合
一
八
四
七
年
で
あ
り
、
ド
イ
ッ
人
移
民
は
一
八
五
二

年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
南
欧
出
身
の
移
民
が
は
じ
め
て
年
問
一
万
人
を
越
え
た
の
が
一
八
八
O
年
、
ソ
連
を

は
じ
め
と
す
る
東
欧
諸
国
か
ら
の
移
民
の
場
合
は
一
八
八
二
年
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
東
欧
・
南
欧
出
身
者
よ
り
も

一
世
代
以
上
も
前
に
米
国
に
到
着
し
て
お
り
、
英
語
が
話
せ
、
他
の
都
市
で
の
生
活
経
験
が
あ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
都
市
を
形
成

す
る
以
前
に
す
で
に
市
民
権
を
持
っ
て
い
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
政
治
に
参
加
す
る
上
で
前
提
と
な
る
市
民
権
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
タ
マ
ニ
ー
・
ホ
ー
ル
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
場
合
水
面
下
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
米
国
に
お

い
て
政
治
と
の
関
わ
り
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
政
界
に
進
出
す
る
際
の
重
要
な
足
掛
か
り
と
な
っ

た
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
東
部
と
の
つ
な
が
り
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
集
票
組
織
の
形
成

や
ボ
ス
政
治
を
そ
の
ま
ま
持
ち
込
む
こ
と
に
な
る
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
は
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
そ
れ
に
伴
う
産
業
の
発
展
の
必
要
性
か
ら
多
く
の
労
働
者
が
集
ま
っ
た
。
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
ヘ
向
か
う
人
々
の
多
く
が
若
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
す
で
に
家
族
を
持
ち
、
政
治
的
指
導
力
や
民
族
と
し
て
の
団
結
力
を
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持
っ
て
い
た
の
が
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
中
に
は
、
鉱
山
や
鉄
道
で
肉
体
労
働
者
と
し
て
働
い
た
者
も
あ
っ
た
が
、
東
部
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
か
ら
や
っ
て
き
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
組
織
票
を
集
め
、
団
結
す
る
と
い
っ
た
政
治
的
な
こ
と
に
慣
れ
て
お
り
、
瞬

く
間
に
権
力
を
掌
握
し
た
。
本
国
で
の
政
治
的
・
社
会
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
を
基
盤
と
し
て
い
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

に
と
っ
て
、
当
時
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
最
も
発
展
し
て
い
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
い
う
新
興
社
会
へ
進
出
そ
し
て
定
着
す
る
こ
と
は
容

易
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
根
付
く
こ
と
が
で
き
る
開
か
れ
た
環
境
が
あ
り
、
ま
た
、
彼
ら
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

積
極
的
に
否
定
す
る
既
存
組
織
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
外
国
生
ま
れ
の
人
口
の

中
で
一
民
族
集
団
と
し
て
は
最
大
数
を
誇
り
、
一
九
世
紀
末
に
ラ
テ
ン
系
移
民
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
力
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
数

も
増
加
し
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
、
何
よ
り
も
白
人
で
あ
る
の
で
、
市
民
権
を
獲
得
す
る
資
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
繁
栄

に
拍
車
を
か
け
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
に
、
都
市
人
口
に
占
め
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
割
合
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
権
力
の
中
枢
に

加
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
東
部
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
し
て
の
伝
統
を
享
受
で
き
ず
、
経
済
的
地
位
の
確
保
に
失

敗
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
彼
ら
の
大
部
分
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
り
、
自
分
た
ち
独
自
の
文
化
に
固
執
し
続
け
た
と
い
う
こ
と
が
あ

（
7
5
）る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
同
国
人
を
集
め
た
組
織
を
次
々
に
形
成
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
設
け
、
本
国
と
同
様
に
祝
日
を
迎
え
、
生
活
習
慣
を
守
っ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
こ
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

す
る
こ
と
で
「
米
国
の
ネ
イ
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
主
流
に
加
わ
り
は
じ
め
た
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
」
、
そ
し
て
今
度
は
ネ
イ
テ
ィ
ビ

ズ
ム
の
抑
圧
す
る
側
に
加
わ
る
の
で
あ
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
組
織
力
を
生
か
し
、
攻
撃
を
加
え
て
も
反
撃
に

出
そ
う
に
な
く
自
分
た
ち
と
は
異
な
る
背
景
を
持
つ
中
国
人
を
ス
ケ
ー
プ
ゴ
i
ト
に
仕
立
て
る
こ
と
に
よ
り
労
働
者
を
団
結
さ
せ
、
支
持

　
　
　
　
　
（
7
7
）

を
取
り
付
け
た
。
中
国
人
に
対
す
る
排
斥
は
、
彼
ら
が
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
る
の
を
待
た
ず
し
て
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
単
に
彼
ら
が
帰

化
権
を
付
与
さ
れ
な
い
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
低
賃
金
で
働
く
こ
と
に
よ
り
雇
用
機
会
を
奪
わ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
に
因
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る
も
の
で
は
な
い
。
休
日
も
休
ま
ず
低
賃
金
で
も
く
も
く
と
働
く
こ
と
、
言
語
、
生
活
習
慣
、
宗
教
な
ど
の
文
化
的
相
違
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
と
は
余
り
に
も
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
彼
ら
の
目
に
は
奇
異
に
映
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
七
〇
年
代
後
半
の
不
況
に
よ
っ
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
失
業
者
が
あ
ふ
れ
た
時
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
指
導
者
は
労
働
者
階
級
の

人
々
に
焦
点
を
当
て
、
労
働
組
合
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。
組
合
に
参
加
し
た
の
は
大
部
分
が
移
民
労
働
者
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
人
々

を
い
か
に
引
き
付
け
る
か
が
権
力
を
維
持
す
る
上
で
の
鍵
と
な
る
。
そ
こ
で
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
攻
撃
目
標
を
中
国
人
労
働
者
に
絞
り
、

組
合
員
を
一
致
団
結
さ
せ
る
た
め
に
集
会
を
開
く
な
ど
の
運
動
を
繰
り
広
げ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
社
会
は
、

ま
る
で
中
国
人
と
そ
の
他
の
労
働
者
と
い
う
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
代
の
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
は
外
国
生
ま
れ
の
も
の
が
非
常
に
多
く
、
そ
う
し
た
人
々
が
加
盟
す
る
労
働
組
合
と
低
所
得
者
層
を
支
配
し
た
も
の
が
権
力
の

座
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
役
割
を
見
事
に
成
し
遂
げ
た
の
が
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
。

　
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
政
治
家
が
台
頭
し
た
の
に
伴
っ
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
労
働
組
合
の
組
織
化
が
進
み
、
中
国
人
に
対
す
る
排
斥

運
動
が
展
開
さ
れ
た
点
は
非
常
に
興
味
深
い
。
た
だ
し
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
も
、
バ
ク
リ
ー
の
時
代
の
よ
う
に
必
ず
し
も
ボ
ス
政
治
と

移
民
排
斥
と
が
結
び
付
く
と
は
限
ら
な
い
。
や
は
り
何
よ
り
も
、
景
気
が
悪
化
し
た
と
き
ほ
ど
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
政
治
マ
シ
ー
ン
に
お
け
る
特
徴
は
、
収
賄
、
暴
力
、
そ
し
て
不
正
投
票
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
高
度
に
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

化
さ
れ
統
制
さ
れ
て
い
た
。
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
東
部
の
政
治
ス
タ
イ
ル
を
展
開
し
、
政
治
に
不
慣
れ
な
若
者
や
、
米
国
に
来
た
ば
か
り
で

言
葉
が
通
じ
ず
途
方
に
く
れ
て
い
る
者
、
仕
事
を
必
要
と
し
て
い
る
者
を
取
り
込
ん
で
い
っ
た
。
市
政
レ
ベ
ル
で
は
多
く
の
場
合
、
政
治

的
任
命
に
よ
っ
て
官
職
が
決
め
ら
れ
て
い
た
時
代
に
権
力
を
握
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
政
治
ス
タ
イ
ル
が
受
け
入
れ
ら
れ
、

ボ
ス
政
治
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
白
人
労
働
者
の
約
半
分
の
賃
金
で
働
い
て
い
た
中
国
人
移
民
に
対
し
て
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
敵
意
を
む
き
出
し

に
し
、
日
本
人
に
対
し
て
は
競
争
相
手
と
し
て
脅
威
を
抱
い
た
が
、
両
者
に
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
、
当
時
法
律
上
帰
化
権
を
得
る
こ
と
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が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
白
人
に
と
っ
て
ア
ジ
ア
人
移
民
の
生
活
習
慣
や
言
語
、
宗
教
が
理
解
で
き
な
い
た
め
、
米
国
社
会
に
同
化
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
を
口
実
に
し
て
攻
撃
が
加
え
ら
れ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
行
動
は
、
帰
化
権
に
つ
い
て
は
別
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

米
国
の
他
の
都
市
に
お
い
て
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
自
身
が
体
験
し
て
き
た
差
別
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
ア
ジ
ア
人
排

斥
の
背
景
に
は
、
労
働
市
場
に
お
け
る
競
合
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
い
て
ネ
イ
テ
ィ
ビ
ズ
ム
を
共
有
し
は
じ
め
た
優
越
感
か
ら
く
る

偏
見
と
い
う
両
側
面
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
二
〇
世
紀
転
換
期
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
、
ボ
ス
政
治
、
革
新
政
治
が
繰
り
返
し
て
展
開
さ
れ
る
中
で
、
い
ず
れ
の
場
合
に

お
い
て
も
ア
ジ
ア
人
が
攻
撃
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
政
治
・
闘
争
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
都
市
を
形

成
し
つ
つ
あ
っ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
、
失
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
を
団
結
さ
せ
る
た
め
に
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
ス
ケ
ー

プ
ゴ
ー
ト
を
必
要
と
し
た
。
黒
人
の
数
が
少
な
か
っ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
、
彼
ら
は
は
じ
め
中
国
人
に
直
接
攻
撃
を
加
え
、
後
に
ク

ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
の
労
働
組
合
を
結
成
し
、
そ
こ
か
ら
ア
ジ
ア
人
を
締
め
出
す
こ
と
に
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
の
伸
展
を
可
能
に
し
た
の
は
、
同
地
に
移
民
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
排
斥
を
唱
え
る
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
よ
う
な
既
存
の
組
織
が

幅
を
利
か
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
他
の
都
市
に
お
け
る
政
治
経
験
を
生
か
し
た
こ
と
、
一
九
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
労
働
組
合
や
政
治

指
導
者
層
に
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
定
着
し
は
じ
め
、
彼
ら
は
同
じ
民
族
を
指
導
者
と
し
て
求
め
、
頼
れ
る
状
況
が
で
き
た
こ
と
、
後
か
ら
や
っ

て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
ら
を
う
ま
く
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
不
安
定
な
政
治
・
経
済
状
況
を
迎
え
て
い
た

か
ら
こ
そ
、
人
々
は
力
強
い
統
率
力
を
持
っ
た
指
導
者
を
求
め
、
ア
ジ
ア
人
排
斥
を
謳
う
こ
と
で
団
結
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）
穿
①
寄
の
o
ξ
8
ω
＞
⑳
①
9
図
あ
重
①
9
9
一
一
8
毎
一
帥
（
。
α
●
）
㌔
ミ
Q
≦
§
の
（
ω
碧
轟
ヨ
①
算
ρ
9
一
。
n
O
窪
8
0
一
臣
ω
8
昌
写
①
の
①
吋
く
甲

ぎ
p
一
。
。。
。
。
）
も
，
合
富
B
。
ω
u
出
胃
“
ン
O
o
ミ
b
§
ご
ミ
・
9
ミ
。
ミ
登
（
ω
。
詩
①
一
。
ざ
■
o
ω
＞
お
①
一
①
臣
巳
一
〇
⇒
α
・
員
C
三
＜
。
・
8
餌
一
一
－

8
同
巳
9。
呼
①
ω
ω
し
㊤
。。
刈
）
も
p
㎝
。。
。
－
㎝
。。
。。
。

（
2
）
9
胃
一
①
の
≦
〇
一
一
。
ぎ
。
お
博
．
、
禦
ぎ
一
。
国
巷
①
匡
霞
8
ぎ
O
巴
一
跳
○
国
巳
帥
＝
巨
O
q
”
＞
三
ヨ
冥
①
の
巴
o
コ
巨
一
。
ω
霞
＜
。
ざ
、
．
9
ξ
o
、
直
Q
韓
。
う
－
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8
試
。
巳
曾
ミ
器
、
9
ω
①
宮
①
ヨ
げ
。
さ
一
雪
一
”
薯
。
旨
o。
1
卜
。
茸

（
3
）
　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
い
て
黒
人
に
対
す
る
差
別
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
数
か
少
な
か
っ
た
こ
と
に
も
因
る
。
一
八
八
O
年

　
に
お
け
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
人
口
二
三
万
三
九
五
九
人
の
う
ち
、
黒
人
は
一
六
二
八
人
（
O
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
一
八
九
〇
年
の
同
市
に
お

　
け
る
人
口
二
九
万
八
九
九
七
人
の
う
ち
、
黒
人
は
一
八
四
七
人
（
O
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
黒
人
の
居
住
者
数
に
は
あ
ま
り
変

　
化
が
見
ら
れ
な
い
が
、
比
較
対
象
と
な
る
中
国
人
の
場
合
は
、
あ
る
時
期
に
急
増
す
る
。
一
八
七
〇
年
の
統
計
で
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
在
住

　
す
る
中
国
人
は
一
万
二
〇
三
〇
人
で
あ
っ
た
が
、
一
八
八
O
年
に
は
二
万
一
七
四
五
人
（
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
ほ
ぼ
二
倍
に
上
り
、
一
八
九
〇

　
年
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
全
体
に
七
万
二
四
七
二
人
の
中
国
人
が
住
ん
で
い
た
。

　
　
米
国
で
は
、
一
八
七
五
年
に
連
邦
議
会
が
黒
人
の
市
民
生
活
上
の
権
利
を
保
証
し
た
市
民
権
法
（
9
乱
田
讐
匿
》
9
0
口
o。
刈
㎝
）
を
可
決
し
た
が
、

　
一
八
八
三
年
に
同
法
は
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
違
憲
判
決
が
下
さ
れ
、
一
八
九
六
年
に
は
プ
レ
ッ
シ
i
対
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
（
凹
雷
亀
話
扇
⑩
お
岳
9
）

　
の
事
例
に
お
い
て
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
と
す
る
判
決
が
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
南
部
で
は
、
公
共
施
設
に
お
い
て
白
人
と
黒
人
の
分
離
政
策

　
が
進
む
。
黒
人
専
用
車
両
を
設
け
る
法
令
が
通
過
し
、
公
園
に
お
け
る
分
離
を
義
務
付
け
、
ま
た
予
備
選
挙
に
お
い
て
黒
人
を
締
め
出
す
州
も
増
え
、

　
黒
人
に
対
す
る
暴
力
件
数
も
増
加
し
た
。
し
か
し
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ベ
ッ
カ
ー

　
は
黒
人
が
最
下
層
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
人
に
対
す
る
姿
勢
が
で
き
て
い
た
た
め
、
他
の
コ
ー
カ
シ
ア
ン
で
な
い
人
々
に
は
攻

　
撃
の
目
が
向
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
（
魯
一
8
ω
8
ぎ
き
臼
詳
O
o
ミ
。
。
⑪
♀
肉
§
＆
。
り
ぴ
♂
還
o
。
㎏
よ
題
さ
O
Q
§
肉
ミ
§
湧
8
≧
①
ミ
趙
§
ミ

　
O
O
需
ミ
鷺
o
喬
ぎ
○
言
壽
器
§
α
～
§
§
①
器
言
罫
①
q
言
鉢
＆
の
牒
9
＄
ω
彗
宰
睾
9
ω
8
”
ζ
①
二
。
⇒
閃
。
の
。
畦
9
d
巳
く
●
7
。
の
p
一
8
ど

マ
ε
。

　
　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
自
由
州
で
あ
っ
た
が
、
黒
人
へ
の
差
別
が
当
初
か
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
最
初
の
州
議
会
で
は
、
黒
人
は
刑
事
訴

　
訟
に
お
け
る
白
人
へ
の
証
言
を
禁
じ
ら
れ
、
第
二
回
目
の
議
会
で
は
こ
の
規
定
が
民
事
の
場
合
に
も
拡
大
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
カ
リ

　
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
黒
人
は
立
ち
上
が
り
、
議
会
に
対
し
て
差
止
め
を
請
願
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
六
三
年
に
州
議
会
は
、
黒
人
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に

　
対
す
る
証
言
を
認
め
る
権
限
を
付
与
し
た
が
、
こ
の
と
き
で
さ
え
、
一
八
五
四
年
以
来
証
言
を
禁
止
し
て
い
た
中
国
人
に
対
し
て
は
撤
回
さ
れ
な
か
っ

　
た
（
q
o
げ
昌
≦
。
○
餌
⊆
の
『
①
ざ
○
巳
救
o
、
夏
象
鳶
房
ε
、
▽
9
Ω
あ
o
ミ
Ω
、
討
Ω
ミ
応
曽
9
魯
鼻
『
①
α
ω
こ
国
昌
笹
o
≦
o
o
α
O
は
爲
9
Z
o
≦
q
o
お
⑩
累
℃
国
Φ
亭

　
浮
①
山
巴
一
」
㊤
o
。
⑲
も
」
o
。
凶
）
。
一
方
、
同
じ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
教
育
上
の
差
別
は
特
徴
的
で
あ
る
。
一
八
七
〇
年
、
子
供
を
居
住
区
に

　
最
も
近
い
学
校
へ
入
学
さ
せ
よ
う
と
し
て
断
ら
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
黒
人
夫
婦
は
、
学
校
で
の
隔
離
教
育
に
異
議
を
唱
え
た
。
し
か
し
、
こ

　
の
ワ
ー
ド
対
フ
ラ
ッ
ド
（
≦
胃
α
話
・
固
o
a
）
の
判
決
で
は
、
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
の
原
則
が
適
用
さ
れ
、
原
告
の
訴
え
は
米
国
憲
法
修
正
第
一

272



20世紀転換期のサンフランシスコ市政とアイリソシュの進出

　
四
条
に
は
違
反
し
な
い
と
し
て
退
け
ら
れ
た
。
南
部
で
さ
え
こ
の
原
則
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
の
時
期
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
こ

　
う
し
た
判
決
が
下
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
黒
人
に
対
す
る
教
育
上
の
差
別
は
、
一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
の
事
例
（
野
○
≦
＝
お
’
弓
○
冨
富

　
ゆ
8
こ
亀
国
含
8
ロ
○
⇒
）
に
お
い
て
、
一
八
九
六
年
の
判
決
を
覆
す
ま
で
な
く
な
ら
な
か
っ
た
（
O
砦
α
q
ぽ
ざ
◎
Ω
ミ
○
ミ
昼
P
一
。。
卜
。
’
）

（
4
）
』
黛
9

　
　
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
下
で
は
、
教
会
の
地
位
は
高
く
、
軍
人
や
役
人
も
神
父
の
力
に
は
及
は
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
メ
キ
シ
コ
独
立
後
の
自
由
主

　
義
の
風
潮
は
宗
教
の
力
を
弱
め
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
土
地
財
産
は
没
収
さ
れ
て
し
ま
う
。
メ
キ
シ
コ
人
は
鉱
山
の
知
識
を
有
し
て
い
た
の
で
ご
く
初
期

　
に
は
尊
重
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
メ
キ
シ
コ
と
の
戦
争
直
後
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
彼
ら
の
生
活
態
度
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
は
憎
悪
や
軽
蔑

　
の
念
を
持
つ
よ
う
に
な
る
（
岡
田
泰
男
編
『
ア
メ
リ
カ
地
域
発
展
史
ー
諸
地
域
の
個
性
と
魅
力
を
探
る
　
　
』
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
、
二
一
四
、

　
二
一
六
、
二
三
四
頁
）
。

（
5
）
即
巴
喜
Ω
⊆
N
ヨ
ゆ
P
．
．
穿
⑩
問
§
3
8
9
＞
夷
一
〇
－
＞
目
包
。
曽
閃
碧
一
。
Q
B
ぎ
夢
①
℃
○
一
陣
江
。
巴
U
①
＜
①
一
〇
℃
ヨ
①
鼻
0
8
げ
一
8
き
ω
．
．
、
9
N
㍗

8
議
s
N
曾
ミ
融
、
§
ω
Φ
宮
①
巨
σ
①
5
一
雪
一
｝
マ
。。
悼
鱒
。

（
6
）
　
国
窯
ド
づ
●
G。
困
・

（
7
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
有
賀
は
、
ア
ジ
ア
人
移
民
に
対
す
る
差
別
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
「
白
人
の
中
で
は
差
別
さ
れ
低
く
見
ら
れ
た
よ
う
な
人
々
、

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
や
イ
タ
リ
ア
人
が
ア
ジ
ア
人
排
斥
の
急
先
鋒
と
な
っ
た
」
と
す
る
指
摘
を
行
っ
て
い
る
（
有
賀
貞
『
ア
メ
リ
カ
史
概
説
」
、
東
京
大

　
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、
一
二
九
頁
）
。

（
8
）
　
飯
野
正
子
「
「
ボ
ス
」
と
カ
ト
リ
ッ
ク
　
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
化
ー
」
、
綾
部
恒
雄
編
「
ア
メ
リ
カ
の
民
族
　
　
ル
ツ
ボ
か
ら
サ
ラ
ダ
ホ
ウ
ル

　
ヘ
ー
」
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
、
一
四
八
頁
。
な
お
独
立
革
命
前
に
は
、
約
四
万
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
か
い
た
。

　
　
別
の
文
献
で
は
、
米
国
植
民
地
の
人
口
の
う
ち
約
六
分
の
一
が
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
り
、
そ
の
大
半
が
ア
ル
ス
タ
ー
出
身
者
で
あ
る
と
し
て
い
る

（
勾
・
ぴ
貧
国
。
密
暮
①
身
し
♪
§
亀
膏
斗
肉
言
鷺
g
ご
♂
ミ
ミ
試
蓋
○
§
儀
凄
・
ミ
5
扇
。
詩
①
一
。
ど
8
の
＞
お
Φ
一
①
臣
＆
ぴ
・
昌
o
畳

　
d
巳
＜
。
○
ら
O
巴
眺
0
3
鼠
写
。
。。
。
D
し
雪
G
。
も
齢
⑲
一
）
。

（
9
）
§
◎
鱒
9
邑
蹄
良
津
象
・
避
。
》
言
q
昌
譜
亀
O
Q
鮮
9
邸
。
D
＞
・
ミ
9
ε
註
＆
『
嘗
霧
8
寒
俺
、
ミ
G
。
鳴
ミ
（
O
・
言
。
3
。
呉
ぽ
氏
一
。
一
α
汐
げ
－

一
一
。
。
7
霞
ρ
一
。
9
）
も
㎝
S

　
　
飢
饅
の
後
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
が
減
少
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
祖
国
に
お
け
る
宗
教
上
の
差
別
（
一
六
九
五
年
か
ら
一
七
四
六
年

　
に
か
け
て
出
さ
れ
た
一
連
の
刑
罰
法
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
弾
圧
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
）
、
法
外
な
小
作
料
の
徴
収
、
産
業
の
衰
え
、
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強
制
立
ち
退
き
、
地
主
と
農
民
テ
ロ
組
織
と
の
衝
突
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
米
国
に
到
着
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
は
、
祖
国
に
残
っ
て
い

　
る
親
戚
に
送
金
を
し
た
の
で
、
後
か
ら
出
発
す
る
者
は
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
渡
る
こ
と
な
く
、
直
接
米
国
に
移
住
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
米

国
か
ら
の
資
金
な
し
で
は
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
量
移
住
は
あ
り
得
な
か
っ
た
（
閃
o
げ
①
二
甲
因
霞
冨
身
し
♪
『
書
』
試
路
も
や

　
鱒
？
旨
℃
お
）
。

（
1
0
）
　
一
七
九
〇
年
の
帰
化
法
お
よ
び
一
八
七
〇
年
の
法
律
に
よ
り
、
米
国
で
帰
化
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
自
由
白
人
の
外
国
人
」
と
「
ア

　
フ
リ
カ
生
ま
れ
及
び
そ
の
子
孫
」
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
八
八
二
年
に
成
立
し
た
中
国
人
排
斥
法
の
第
一
四
節
に
は
、
「
今
後
州
裁
判
所
な
い
し
は
連

　
邦
裁
判
所
は
、
中
国
人
に
対
す
る
帰
化
権
の
付
与
は
、
こ
れ
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
明
記
さ
れ
、
以
後
日
本
人
を
含
む
ア
ジ
ア
人
に
は
、
一
九

　
五
二
年
に
マ
ッ
カ
ラ
ン
隔
ウ
ォ
ル
タ
ー
法
（
寓
o
O
鷺
鍔
亭
藝
巴
醗
霞
卜
9
）
の
成
立
を
見
る
ま
で
帰
化
権
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
一
八
〇

　
二
年
以
降
、
帰
化
申
請
の
要
件
は
、
最
低
五
年
以
上
米
国
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
申
請
率
は
、
白
人
の
中
で
は
ス

　
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
に
次
い
で
高
く
（
岩
野
一
郎
「
都
市
政
治
と
移
民
」
、
阿
部
斉
他
編
『
世
紀
転
換
期
の
ア
メ
リ
カ
　
　
伝
統
と
革
新
　
　
』
東
京
大
学

　
出
版
会
、
一
九
八
四
年
、
一
〇
六
頁
）
、
こ
の
こ
と
は
彼
ら
が
定
住
す
る
意
志
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
1
）
　
『
書
曽
ミ
§
号
＆
霞
房
8
q
9
導
⑩
q
蕊
器
風
卑
ミ
爲
＞
○
ミ
O
o
ε
言
巳
§
ミ
爲
鮮
o
罫
①
、
鳶
総
ミ
｝
や
8
’
た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
の

　
統
計
に
は
、
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
出
身
者
に
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
人
々
を
含
め
た
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
2
）
誤
o
ヨ
器
Z
。
呼
o
≦
P
言
。
D
“
＞
ミ
⑩
誉
§
≧
9
執
寒
昌
の
ミ
」
・
。
S
－
』
。
。
ξ
（
勺
7
一
一
区
①
一
9
一
帥
蝉
＆
Z
霜
K
o
鱒
己
●
ω
●
匡
薯
営
8
暮

　
O
o
旨
冨
昌
口
O
①
①
）
も
。
。。
㎝
。

　
　
本
稿
で
は
、
以
下
断
り
の
な
い
限
り
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
系
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
」
の
こ
と
を
「
ア
イ
り
ッ
シ
ュ
」
と
呼
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
1
3
）
　
一
八
六
一
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
二
六
郡
）
の
人
口
の
う
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
八
九
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
監

　
督
制
と
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
が
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
残
り
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
が
長
老
派
、
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
、
ユ
ダ
ヤ
教
ほ
か
で
構
成
さ
れ
て
い
た
（
因
⑪
目
＆
ざ

　
旨
●
℃
『
詳
』
試
。
。
詳
も
●
曽
）
。

（
1
4
）
　
一
八
七
五
年
か
ら
一
九
二
六
年
ま
で
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
全
土
か
ら
米
国
に
や
っ
て
き
た
移
民
の
職
業
を
見
る
と
、
農
夫
の
割
合
は
極
端
に
少
な

　
い
。
た
と
え
ば
一
八
七
五
年
に
移
民
し
た
一
万
九
四
四
六
人
の
う
ち
、
一
般
労
働
者
は
五
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
使
用
人
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
熟
練
労
働

　
者
二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
農
場
経
営
者
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
農
民
O
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
〇
一
年
に
は
二
万
四
一
九
二
人
の
移
民
の
う

　
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
三
四
、
五
二
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
農
場
経
営
者
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
農
民
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

　
一
九
二
〇
年
の
調
査
で
は
、
外
国
生
ま
れ
の
白
人
男
性
集
団
の
う
ち
、
農
業
に
従
事
し
て
い
る
割
合
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
者
は
一
四
パ
ー
セ
ン
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ト
、
イ
ギ
リ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
出
身
者
は
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
者
八
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
イ
タ
リ
ア
出
身
者

　
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
ド
イ
ッ
出
身
者
は
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
（
㌧
窯
3
℃
マ
謡
ー
ミ
）
。

　
　
な
お
別
の
文
献
で
は
、
一
八
九
〇
年
の
時
点
で
米
国
に
居
住
す
る
一
八
七
万
二
〇
〇
〇
人
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
う
ち
、
農
業
従
事
者
は
わ
ず
か
に

　
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
多
く
の
者
が
大
都
市
で
の
低
賃
金
で
不
熟
練
労
働
者
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
（
田
o
名
P
言
罫
出
ミ
箋
魯
§
≧
9
ご
轟
Ω
募
妻

　
賊
o
。
ミ
よ
o
。
㎏
9
℃
」
o。
）
。

（
1
5
）
望
o
ヨ
霧
ω
○
幕
F
肉
罫
ミ
。
ト
ミ
竃
塗
（
Z
署
く
○
詩
一
評
ω
一
。
ω
o
O
認
」
琴
こ
一
。
。
。
一
）
も
」
8
雪

　
　
政
治
マ
シ
ー
ン
の
目
的
は
、
サ
ラ
リ
ー
や
臨
時
収
入
、
任
免
権
、
仕
事
を
探
し
た
後
に
役
得
に
よ
る
権
力
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
仕
事
の
中
に

　
は
地
位
の
高
い
も
の
だ
け
で
な
く
、
華
々
し
く
な
い
仕
事
で
あ
り
な
が
ら
、
低
所
得
者
層
に
と
っ
て
は
依
然
と
し
て
魅
力
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

　
地
位
、
す
な
わ
ち
一
九
世
紀
に
は
そ
の
多
く
が
任
命
制
で
あ
っ
た
警
察
官
や
消
防
士
、
事
務
員
、
学
校
の
教
師
、
そ
の
他
市
政
の
仕
事
が
含
ま
れ
て

　
い
た
（
』
曾
9
｝
や
田
）
。

（
1
6
）
U
き
一
。
一
℃
讐
浮
犀
竃
o
旨
一
訂
P
．
．
票
。
獣
魯
9
Z
①
≦
イ
o
吋
ぎ
．
、
営
審
苺
①
琴
①
甲
害
。
房
（
＆
。
y
＞
ミ
竃
。
§
肉
罫
ミ
。
3
ミ
8
。
。

　
（
Z
①
≦
K
9
κ
コ
鷺
b
霞
律
即
○
≦
レ
8
0
。
）
も
層
o。
甲
o
。
鯉
「
米
国
に
お
い
て
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
重
要
な
の
は
、
政
治
的
な
こ
と

　
で
は
な
く
宗
教
上
の
こ
と
で
あ
る
」
。

（
1
7
）
即
・
び
①
艮
U
◎
9
0
の
P
、
、
票
巴
冨
F
、
．
営
き
ξ
匹
α
q
訂
ヨ
（
①
飢
。
y
韓
ぎ
凡
。
爵
＆
箋
。
。
ミ
b
言
ト
ミ
＆
S
（
評
三
〇
ヨ
o
弓
。
こ
o
冨
匡
・
マ

　
紅
ロ
の
d
巳
＜
，
℃
お
の
の
」
O
刈
o
。
）
堕
P
一
蕊
’

（
1
8
）
　
ω
○
名
①
一
ご
田
ぎ
号
＞
ミ
箋
号
9
署
’
o。
O
I
o。
一
●

（
1
9
）
　
野
○
毛
P
』
試
罫
ム
ミ
o
試
o
§
≧
9
民
睾
巳
蹄
ミ
丸
・
。
ミ
ー
』
・
。
℃
9
薯
●
畠
ー
ミ
。

　
　
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
移
民
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
一
八
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
、
「
米
国
の
都
市
で
は
暴
力
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
」
（
ω
o
≦
①
F

肉
罫
註
6
』
ミ
箋
号
“
P
き
）
。
な
お
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
暴
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
鵜
月
裕
典
コ
九
世
紀
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る

　
都
市
発
展
の
諸
局
面
」
五
八
－
六
二
頁
、
「
ア
メ
リ
カ
研
究
』
第
二
八
号
（
一
九
九
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
0
）
憲
霞
①
p
8
甲
害
3
①
P
。
、
ω
o
ヨ
①
℃
〇
一
三
。
巴
＞
8
①
。
房
o
＝
B
巨
α
q
轟
ぎ
P
．
、
営
害
。
房
（
a
。
y
ン
ミ
㊥
§
§
専
｝
ミ
。
、
o
ミ
§
》

℃
」
S

　
　
ネ
イ
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
影
響
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
見
知
ら
ぬ
人
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
は
、
言
葉
に
は
表
わ
せ
な
い
脅
威
で
あ
る
。
見
知

　
ら
ぬ
言
葉
、
不
可
解
な
習
慣
、
そ
し
て
恐
ら
く
最
悪
な
も
の
は
宗
教
で
あ
っ
た
。
そ
の
新
参
者
の
な
か
で
最
大
の
単
一
集
団
が
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
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り
、
彼
ら
の
多
く
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
」
（
Ω
8
茜
①
ω
勇
ぎ
匿
＝
曽
α
U
鷺
こ
甲
ω
ぼ
矯
＞
ミ
箋
号
P
Z
①
≦
K
o
鱒
”
≦
9
≦
●
Z
o
旨
9

鱒
O
O
ヨ
冨
ξ
口
。
o。
O
）
も
●
旨
㎝
9

（
21
）
　
0
8
ω
9
．
、
↓
『
。
日
ω
F
、
、
b
●
一
〇
。
合
ラ
区
巴
一
彗
α
ω
ぼ
ー
＞
ミ
讐
号
P
マ
悼
0
9

　
　
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
基
本
的
に
は
改
革
を
支
持
す
る
政
党
で
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
こ
れ
に
反
対
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
た
。
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は

　
で
き
る
だ
け
既
存
の
制
度
を
変
化
さ
せ
な
い
ま
ま
向
上
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
一
般
的
に
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
支
持
し
た
民
主
党
（
∪
①
5
0
0
轟
邑

　
は
現
状
を
擁
護
し
、
ホ
イ
ッ
グ
（
≦
ぼ
窃
）
と
共
和
党
（
即
。
薯
亘
8
導
）
、
短
命
に
終
わ
っ
た
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
改
革
を
支
援
し
て
い
た
（
ω
o
毛
①
戸

田
ぎ
号
＞
ミ
⑪
試
8
｝
マ
o。
㎝
）
。

　
　
な
お
、
南
北
戦
争
後
に
組
織
さ
れ
た
黒
人
や
北
部
人
を
威
圧
す
る
秘
密
結
社
ク
ー
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン
（
民
仁
国
一
長
困
導
）
は
、
そ
の
後

　
一
時
衰
退
す
る
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
白
人
秘
密
テ
ロ
結
社
と
し
て
、
W
A
S
P
優
越
主
義
の
立
場
か
ら
、
黒
人
だ
け
で
な
く
ユ
ダ
ヤ
人
、

　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
も
対
象
を
広
げ
、
一
九
二
五
年
に
は
四
〇
〇
万
人
以
上
も
の
会
員
数
が
い
た
と
さ
れ
る
。

（
2
2
）
ぎ
田
餌
B
一
器
①
一
四
＆
即
o
げ
①
周
け
≦
●
9
①
ヨ
ざ
の
§
等
§
塞
8
丸
。
。
象
山
㎏
器
（
ゆ
①
詩
①
一
。
ざ
■
o
ω
＞
お
①
一
①
の
讐
α
一
9
α
o
員
⊂
目
＜
’

9
9
∈
○
円
巳
餌
7
①
の
ω
」
。
o。
①
）
も
」
。
。

（
2
3
）
ω
○
ミ
Φ
｝
ン
肉
導
言
ら
ン
ミ
ミ
号
鼻
薯
9
0。
㌣
o。
ω
。

　
　
米
国
東
部
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
マ
シ
ー
ン
は
権
力
を
維
持
す
る
た
め
、
時
に
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
政
治
家
を
使
っ
て
イ
タ
リ
ア
人
や
ユ
ダ
ヤ
人
、

　
そ
の
他
の
民
族
集
団
が
多
数
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
代
弁
を
さ
せ
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
た
だ
し
一
般
的
に
は
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
と
対
立
し
て
い

　
た
集
団
同
士
（
た
と
え
ば
ユ
ダ
ヤ
人
と
イ
タ
リ
ア
人
）
は
比
較
的
う
ま
く
共
存
し
て
い
た
が
、
ど
の
集
団
も
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
と
は
調
和
せ
ず
、
こ
と

　
に
黒
人
や
ス
コ
ッ
チ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
、
ド
イ
ッ
人
、
イ
タ
リ
ア
人
と
は
合
わ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
』
黛
3
℃
』
ド
o。
O
）
。

（
2
4
）
　
同
じ
頃
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
全
体
の
人
口
の
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
外
国
生
ま
れ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
外
国
生
ま

　
れ
の
割
合
は
さ
ら
に
高
か
っ
た
。
一
八
六
〇
年
ま
で
に
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
一
九
一
〇
年
の
後
期
に
は
六
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
が
外
国
生
ま
れ
も
し

　
く
は
少
な
く
と
も
両
親
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
が
外
国
生
ま
れ
の
人
々
で
占
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
、
か
な
り
の
割
合
が
非
白
人
で
あ
り
、
こ
れ
に
米
国

　
生
ま
れ
の
少
数
派
民
族
集
団
が
多
く
加
わ
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
（
≦
o
頴
昌
①
お
矯
、
、
国
跨
巳
。
国
昌
霞
一
雪
8
言
O
巴
肖
0
3
一
曽
自
陣
ω
δ
蔓
℃
、
．

℃
●
卜
。
認
）
。

　
　
ち
な
み
に
一
八
九
〇
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
八
O
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
人
々
が
外
国
生
ま
れ
で
、
そ
の
う
ち
三
分
の
一
が
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ

　
り
、
同
年
シ
カ
ゴ
で
の
割
合
は
、
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
（
ζ
2
三
鼠
P
．
．
目
ぎ
田
号
亀
Z
①
≦
く
9
ぎ
、
．
P
o。
9
岩
野
、
「
都
市
政
治
と
移
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民
」
、
一
〇
三
頁
）
。

（
2
5
）
■
①
盆
ω
劉
謬
巨
讐
9
（
a
’
）
℃
『
言
簿
。
D
8
蔓
9
G
o
§
、
ミ
ミ
帆
。
。
8
（
9
8
お
・
㊤
＆
ω
雪
宰
彗
。
一
の
。
・
一
望
①
ω
。
9
Ω
⇔
爵
。
評
σ
－

一
一
ω
ぼ
お
」
。
ω
一
）
も
’
。。
刈
。

。
“
魯
ヨ
①
の
コ
≦
巴
ω
F
“
．
望
①
ぎ
警
5
国
畦
ぞ
ω
睾
写
き
。
一
ω
。
9
、
、
5
岳
B
Φ
の
「
≦
巴
警
（
＆
。
）
．
『
ミ
o
o
§

等
§
魯
8
定
墨
賊
。
。
亀
－
こ
醍
（
oo
き
㌍
讐
。
一
ω
8
”
望
。
三
。
。
げ
口
け
の
轟
蔓
卸
霞
の
δ
舅
巴
ω
・
。
一
。
9
一
。
刈
・
。
）
も
」
一
」
器
①
ξ
昌
9
Φ
毎
ざ

　
G
o
Ω
譜
肉
養
ま
房
8
b
賊
o
。
象
よ
℃
動
や
℃
●
二
●

　
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
飢
鐘
の
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
一
八
五
〇
年
ま
で
に
市
の
人
口
の
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
と
な
り
、

　
一
八
五
五
年
ま
で
に
市
の
有
権
者
の
二
．
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
占
め
た
。
ま
た
、
一
八
九
〇
年
ま
で
に
は
市
の
人
口
の
八
割
か
外
国

　
人
と
な
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
分
の
一
（
一
、
二
万
五
四
六
三
人
中
、
四
〇
万
九
九
三
四
人
）
が
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
（
ζ
o
ぎ
旨
讐
な
．
↓
ぎ

　
三
警
9
Z
Φ
≦
K
O
蒔
、
、
．
P
o。
O
）
。

（
2
6
）
ζ
・
ω
①
。
Q
国
の
9
F
、
．
望
①
O
一
霧
ω
一
。
国
夢
巳
。
ω
噸
．
．
ヨ
q
・
ゴ
霞
σ
q
鼠
B
（
①
傷
’
ン
陣
諏
ミ
。
卜
偽
＆
ミ
罫
慰
ミ
＞
ミ
箋
魯
も
℃
」
占
．

　
　
た
だ
し
ス
ペ
イ
ン
人
と
イ
タ
リ
ア
人
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
高
官
の
地
位
を
な
か
な
か
譲
り
渡
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
（
≦
巴
の
互
、
．
弓
ぼ
三
警

　
言
国
胃
ξ
ω
曽
国
声
霧
広
8
ゆ
、
、
マ
辰
）
。
ま
た
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
以
外
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
中
に
は
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
共
存

　
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
も
の
も
い
た
。
彼
ら
は
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
激
し
く
見
境
の
な
い
攻
撃
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
文

　
化
に
関
す
る
正
当
な
批
判
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
に
関
す
る
正
当
で
な
い
批
判
と
を
区
別
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
」
（
野
○
≦
P
＼
、
N
。
。
ダ
ン
ミ
ミ
8
§

≧
ミ
ご
蓉
騨
ミ
丸
。
。
蓉
山
。
。
℃
9
薯
亀
。。
甲
。。
①
）
。

（
2
7
）
一
の
ω
①
一
餌
区
9
①
毎
ざ
の
§
等
§
§
8
丸
。
。
融
－
遷
銘
薯
」
？
一
刈
・

（
2
8
）
≦
巴
ω
F
．
、
穿
①
冒
ω
三
⇒
国
鷺
蔓
ω
讐
印
餌
琴
一
ω
β
．
．
薯
。
旨
－
一
G。
。

　
　
リ
ス
チ
ン
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
か
他
の
ど
こ
よ
り
も
、
政
冶
、
経
済
、
労
働
、
知
的
職
業
に
お
い
て
成
功
を
収
め
て
き

　
た
よ
う
に
思
え
る
と
し
て
い
る
（
菊
一
。
。
。
訂
P
．
．
弓
箒
Ω
霧
巴
。
国
甚
巳
。
ρ
、
、
P
①
）
。
こ
れ
に
対
し
て
東
部
、
た
と
え
ば
一
八
六
〇
年
か
ら
、
八
七
九

　
年
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
の
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
職
業
分
布
の
割
合
を
み
る
と
、
民
族
に
よ
る
違
い
が
明
白
で
あ
り
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
置
か
れ
て

　
い
た
状
況
が
把
握
で
き
る
。
高
位
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
i
層
を
占
め
る
割
合
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
で
は
二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
西
欧
出
身
者
は
一
五
。
パ
ー
セ

　
ン
ト
、
北
部
諸
州
出
身
者
は
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
ト
級
の
肉
体
労
働
に
関
し
て
は
、
そ
れ

　
ぞ
れ
二
三
、
二
七
、
↓
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
二
．
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
（
幹
①
9
讐
弓
誇
3
ω
霞
O
B
曽
『
）
鳴
O
簿
箋
b
O
8
8
－

言
§
。
。
、
、
o
竃
、
量
§
気
、
、
○
晦
ミ
鴇
言
簿
俺
ン
ミ
鳴
議
ら
§
ミ
織
、
遠
○
誹
矯
』
・
。
。
。
も
ー
』
ミ
9
ζ
霧
ω
。
一
霞
鷺
轟
＆
C
巳
＜
。
写
Φ
ω
の
」
零
。
。
も
」
。。
鱒
）
。
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（
2
9
）
≦
巴
ω
F
．
、
望
①
H
冨
三
コ
国
胃
ξ
ω
彗
宰
四
目
一
の
8
｝
．
、
薯
」
㌣
一
。。
。

（
3
0
）
　
H
の
の
。
一
壁
α
O
ぎ
3
ざ
O
Q
§
、
、
§
9
。
D
8
丸
o
。
融
山
器
鱒
署
」
①
1
一
S

（
3
1
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
旅
し
て
い
た
ス
テ
フ
ァ
ン
ズ
に
対
し
て
あ
る
正
直
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
、
「
至
る
所
に
最
下
層
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ア
イ
リ
ッ

　
シ
ュ
を
見
付
け
る
だ
ろ
う
と
正
直
に
語
っ
た
」
と
い
う
（
匡
9
0
『
望
①
需
窪
9
、
、
目
ぎ
ω
訂
ヨ
。
9
爵
①
〇
三
①
9
．
．
ぎ
ω
凄
8
ζ
。
ω
鼠
お
＆
こ

　
q
＆
Ω
轟
b
o
o
の
鴇
。
D
｝
ミ
8
隷
ミ
。
。
｝
Ω
き
亀
、
、
o
晦
ミ
。
D
。
う
賎
竃
助
亀
o
、
ミ
ミ
⑦
』
昌
α
＆
こ
ζ
巴
菩
胃
｝
固
9
こ
費
国
o
げ
①
吋
け
国
。
ヌ
巳
品
霞
℃
⊆
巨
一
鴇
言
の

　
O
o
こ
一
〇
〇。
“
も
」
①
）
。

（
32
）
　
≦
巴
昏
㌦
．
円
ぎ
一
匡
昏
5
国
貰
ζ
ω
節
昌
男
り
の
ま
一
の
o
P
、
．
℃
」
O
●

（
3
3
）
H
の
ω
①
一
ゆ
区
O
ぎ
3
ざ
ω
磐
問
り
雪
o
一
の
8
」
o。
①
㎝
1
一
〇
G。
卜
⊃
も
』
O
●

　
　
こ
の
他
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
政
治
家
に
は
、
一
八
六
〇
年
代
の
共
和
党
ボ
ス
に
な
っ
た
ヒ
ギ
ン
ズ
（
≦
旨
ご
目

　
＝
蒔
鴨
房
）
が
い
る
。
彼
は
一
八
七
〇
年
代
の
バ
ク
リ
i
（
O
ぼ
一
の
ω
琴
匹
2
）
や
ル
ー
フ
（
＞
げ
声
鼠
ヨ
即
仁
9
）
の
政
治
的
指
導
者
で
も
あ
り
、
後

　
継
者
に
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
ケ
リ
ー
（
ζ
畦
ひ
冒
内
①
一
ξ
）
を
指
名
し
た
。
民
主
党
か
ら
は
、
バ
ク
リ
ー
の
登
場
以
前
に
マ
ー
フ
ィ
ー
（
き
『
ρ

　
ζ
仁
唇
ξ
）
、
マ
ニ
ッ
ク
ス
（
q
帥
畠
ζ
節
暮
訂
）
、
プ
レ
イ
デ
ィ
（
○
毛
Φ
昌
ω
声
身
）
、
フ
ァ
ー
ロ
ン
（
ζ
讐
σ
国
巴
一
2
）
、
バ
ク
リ
ー
の
後
に
は
フ
ィ
ー

　
ラ
ン
（
q
卑
ヨ
霧
U
●
℃
ぎ
冨
昌
）
な
ど
が
排
出
さ
れ
て
い
る
（
≦
≡
寅
B
＞
●
ω
巳
一
2
α
q
F
、
、
O
ぼ
嵐
ω
ま
匹
2
磐
α
ω
磐
男
声
づ
9
曽
9
↓
ぎ
ζ
彗

　
餌
邑
甚
①
9
受
℃
．
、
言
量
ヨ
霧
勺
●
≦
巴
警
＆
こ
臼
詳
o
っ
§
笥
ミ
§
敬
8
』
試
客
丸
o
。
魯
よ
ミ
斜
マ
G
。
鱒
）
。
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
政
治
家
は
、
選
挙

　
の
際
、
滅
多
に
自
民
族
の
中
で
競
合
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
奴
隷
制
に
反
対
す
る
ブ
ロ
ダ
リ
ッ
ク
が
、
容
認
派
で
カ
リ
フ
ォ
ル

　
ニ
ア
州
の
初
代
連
邦
上
院
議
員
グ
ウ
ィ
ン
（
≦
三
冨
ヨ
ζ
’
Ω
≦
営
）
と
政
策
上
の
対
立
を
示
す
こ
と
は
あ
っ
た
（
ミ
巴
の
F
、
、
弓
ぎ
日
。
。
げ
言
国
胃
ζ

　
ω
導
閃
声
昌
o
一
の
o
ρ
．
．
マ
一
㎝
）
。

（
34
）
国
一
の
。
ぼ
P
．
．
目
プ
①
9
器
巴
。
国
爵
巳
。
P
、
．
や
㎝
●

　
　
ボ
ス
ト
ン
で
初
め
て
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
市
長
が
選
出
さ
れ
る
と
、
「
た
ち
ま
ち
政
権
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
ほ
ぼ
独
占
支
配
と
な
っ
た
」
（
弓
ぎ
3
の
q
O
ヨ
ー

　
『
詳
9
ぎ
、
b
ロ
o
。
。
8
註
§
。
。
》
マ
一
〇。
鱒
）
。

（
3
5
）
　
勾
一
の
o
ぼ
P
い
．
弓
ぎ
9
器
巴
o
国
夢
巳
0
9
．
．
P
9

（
3
6
）
』
黛
3
や
㎝
ー

（
3
7
）
≦
巴
の
F
い
．
穿
⑪
日
ω
三
⇒
国
胃
ζ
ω
き
写
帥
琴
一
。。
8
㌦
．
℃
」
ω
’

（
3
8
）
　
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
女
性
が
米
国
へ
渡
航
し
た
理
由
と
し
て
は
、
米
国
の
都
市
が
英
語
を
話
す
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
女
性
に
と
っ
て
よ
り
近
づ
き
や
す
か
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っ
た
こ
と
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
農
村
か
ら
都
市
へ
の
流
出
は
国
内
で
生
じ
国
境
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

　
の
場
合
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
、
一
九
二
〇
年
以
前
は
米
国
へ
、
そ
の
後
は
イ
ギ
リ
ス
ヘ
と
向
か
っ
た
こ
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
極
端
な
男
性
支
配
社
会
で

　
あ
っ
た
め
に
、
特
に
独
身
女
性
は
移
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
男
性
と
同
じ
自
由
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（
ヌ
窪
－

箒
身
し
♪
§
亀
試
。
D
鳶
薯
．
。。
“
－
。。
㎝
）
。

（
3
9
）
＝
胃
“
』
9
ミ
b
§
ご
ミ
0
9
N
邑
＼
o
、
註
P
層
。
ω
．

　
　
中
国
人
移
民
の
入
国
者
数
に
つ
い
て
、
『
ぎ
鱒
9
曇
馬
8
N
鴫
§
o
蔓
o
喬
書
q
蔑
鮮
a
鱒
ミ
爲
＞
○
ミ
O
O
ぴ
邑
Ω
N
§
ミ
霧
8
罫
◎
㌔
、
窃
鳴
ミ
｝

　
℃
昭
。
で
は
、
一
八
五
〇
年
以
前
は
毎
年
数
名
程
度
で
あ
り
、
一
八
五
一
年
と
五
二
年
は
0
人
、
五
三
年
は
四
二
人
、
五
四
年
に
は
一
万
＝
二
〇
〇

　
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
4
0
）
　
岡
田
泰
男
編
「
ア
メ
リ
カ
地
域
発
展
史
』
、
↓
＝
二
〇
⊥
≡
二
頁
。

（
4
1
）
　
条
約
が
締
結
さ
れ
る
と
、
東
部
の
多
く
の
新
聞
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
を
掲
げ
、
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
優
越
性
を
説
い
た
。
そ
の
際
、
中
国

　
人
の
入
国
は
取
る
に
足
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
た
が
、
一
八
七
〇
年
六
月
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
中
国
人
労
働
者
が
や
っ
て
き
た
と
き

　
に
は
、
中
国
人
排
斥
を
唱
え
た
（
ω
言
㊤
詳
ρ
ζ
≡
。
5
『
謹
q
議
ミ
㊥
N
8
ミ
◎
』
ミ
ミ
お
ミ
ミ
、
臼
詩
』
ミ
箋
四
8
き
＼
ミ
Ω
鷺
9
罫
俺
O
註
ミ
霧
や

　
嵩
o
b
斬
－
賊
Q
。
○
。
鱒
ω
貧
ざ
一
①
ざ
ピ
O
o
。
＞
ロ
⑳
巴
雷
曽
昌
α
一
〇
＝
α
o
R
d
巳
～
9
0
巴
一
8
3
鼠
℃
お
器
口
霧
P
も
」
漣
）
。
な
お
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
ユ
ニ

　
オ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
（
d
巳
8
℃
霧
庄
。
即
巴
マ
○
区
）
で
働
い
た
（
き
ξ
＞
9
民
8
日
彗
α
＞
毎
○
一
α
ω
．
即
一
。
ρ
q
誉
器
儀
卑
9
8
。
。
営
8

㌧
。
。
鉛
Z
。
≦
網
o
詩
”
＝
帥
暮
霞
鱒
閃
o
≦
も
●
㎝
。
）
。

（
4
2
）
　
一
八
八
二
年
当
時
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
合
計
↓
二
紙
が
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
（
o
Q
§

、
ミ
ミ
房
8
0
専
o
邑
9
邸
）
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
エ
キ
ザ
ミ
ナ
i
（
O
o
§
、
ミ
§
誘
8
閏
8
Ω
ミ
ミ
箋
）
と
が
二
大
有
力
紙
で
あ
っ
た
。
同
年
、

　
前
者
は
一
日
二
万
五
〇
〇
〇
部
か
ら
五
万
部
の
発
行
部
数
を
誇
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
後
者
は
一
万
部
以
下
で
あ
っ
た
が
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
、

市
の
住
人
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
達
し
た
。
ま
た
、
前
者
は
共
和
党
を
支
持
し
、
後
者
は
民
主
党
を
支
持
し
て
い
た
。
一
八
八
0
年
に
ハ
ー
ス

　
ト
（
Ω
①
○
お
Φ
＝
＄
お
け
）
か
エ
キ
ザ
ミ
ナ
ー
を
買
収
し
、
同
紙
を
自
ら
の
政
界
進
出
の
手
段
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
か
、
そ
の
後
ク
ロ
ニ
ク

　
ル
と
の
激
し
い
購
読
者
獲
得
競
争
を
展
開
し
た
結
果
、
八
七
年
に
は
一
万
部
を
超
え
、
九
三
年
に
は
ク
ロ
ニ
ク
ル
を
凌
い
だ
。
こ
の
よ
う
に
両
者
は

　
し
ば
し
ば
対
立
姿
勢
を
見
せ
た
が
、
少
な
く
と
も
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
中
国
人
の
数
を
減
ら
す
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
点
だ
け
は
一
致
し

　
て
い
た
。
そ
の
際
両
者
は
、
各
紙
の
支
持
す
る
政
党
こ
そ
か
本
当
の
意
味
で
中
国
人
の
敵
で
あ
り
、
他
方
は
中
国
人
反
対
を
単
な
る
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ

　
ス
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
批
判
し
た
（
ω
o
。
ざ
ぴ
『
詳
O
o
ミ
。
D
㊥
9
肉
8
亀
霧
N
睾
口
o。
o
。
㌣
お
曽
も
や
昌
1
一
“
）
。
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（
4
3
）
即
・
の
霞
U
彗
一
①
一
9
§
㊥
評
詳
鮮
5
9
等
α
＆
誉
・
『
詳
＞
ミ
～
－
～
§
§
①
総
ミ
。
器
ミ
Φ
ミ
言
9
ミ
・
・
言
Ω
§
亀
導
⑩
G
o
鮮
ミ
α
q
曳
㊥
、
。
・

～

§
§
◎
鴇
穿
。
ミ
鴇
§
（
ω
①
鱒
。
一
聲
8
の
＞
お
。
一
⑩
臣
邑
b
o
且
o
巨
d
巳
＜
．
○
｛
O
ゆ
ま
o
匹
寅
写
①
の
9
一
㊤
§
｝
p
一
9

（
4
4
）
9
0
ω
の
㌦
．
↓
げ
①
日
ω
F
、
．
P
一
ド

（
4
5
）
ζ
餌
身
即
o
げ
①
器
O
・
。
ま
α
q
ρ
O
ミ
毫
。
D
㊥
言
註
讐
§
§
（
Z
睾
K
・
貯
＞
3
。
勺
誘
の
即
島
①
Z
霜
K
・
蒔
↓
冒
①
。。
一
一
。
①
㊤
）
も
づ
●

　
笛
㎝
“
1
ト
っ
㎝
Oo
。

（
4
6
）
勾
。
α
q
ぎ
巴
α
ω
⑩
＝
㌔
さ
§
O
o
客
8
ミ
儀
§
9
馬
§
9
の
◎
8
＆
6
§
⑩
ミ
ぎ
譜
～
§
§
。
。
。
㊥
ミ
9
ミ
・
・
註
Ω
（
Z
睾
K
。
量
＞
3
・
写
①
の
ρ

　
一
雪
Q
o
y
b
℃
」
O
I
一
ピ

（
4
7
）
　
O
o
O
一
こ
の
ρ
○
ミ
講
8
Φ
』
ミ
ミ
品
、
＆
3
♂
層
卜
o
㎝
P

（
4
8
）
　
一
八
五
五
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
警
察
官
の
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
移
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
約
四
分
の
三
が
ア
イ
リ
ッ

　
シ
ュ
で
あ
っ
た
（
ω
o
≦
①
戸
肉
罫
言
o
＞
ミ
箋
魯
9
マ
G。
一
）
。

（
4
9
）
鍔
霞
『
Z
’
Ω
①
邑
9
彗
α
弓
霞
昌
O
ぼ
一
器
冨
。
P
9
ミ
。
ミ
登
謹
§
8
§
亀
Q
。
需
壽
ミ
①
ミ
玉
等
8
瓢
S
騨
鷺
・
。
8
ヌ
評
。
匡
。

　
0
8
＜
ρ
O
巴
乙
ω
胃
○
○
犀
の
や
O
o
一
〇
℃
仁
げ
一
一
ω
ぼ
づ
⑳
O
o
ヨ
づ
餌
昌
ざ
一
〇
㊤
一
y
P
ω
’

（
50
）
　
U
帥
巳
〇
一
9
↓
諏
㊥
、
o
識
瓢
8
0
＼
、
、
＄
寒
魯
8
℃
P
一
9

（
51
）
　
一
の
oD
①
一
餌
昌
α
O
プ
霞
昌
ざ
の
Ω
き
肉
、
Ω
為
9
0
。
8
℃
』
Q
。
象
1
』
鵠
鱒
も
」
鱒
O
。

（
52
）
　
↓
八
七
一
年
の
白
人
の
賃
金
は
、
一
日
ニ
ド
ル
ニ
五
セ
ン
ト
か
ら
三
ド
ル
五
〇
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
中
国
人
は
半
額
以
下
の
一
ド

　
ル
か
ら
一
ド
ル
ニ
五
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
（
O
o
o
一
峯
α
q
ρ
O
言
き
8
鳴
』
ミ
ミ
蒔
、
9
ご
ド
や
ま
刈
）
。

（
5
3
）
　
「
キ
ー
二
1
は
、
他
を
迫
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
惨
め
さ
を
和
ら
げ
る
最
初
の
、
そ
し
て
決
し
て
最
後
で
は
な
い
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
一

　
人
で
あ
っ
た
」
（
ω
8
毛
P
言
。
D
“
＞
ミ
ミ
蹄
§
≧
9
ご
き
匙
討
ミ
」
o。
8
肖
o
。
O
ρ
ワ
畠
）
。
彼
は
正
規
の
教
育
は
ま
っ
た
く
受
け
て
お
ら
ず
、
サ
ン

　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
運
搬
業
を
営
ん
で
い
た
（
国
胃
“
ン
O
o
ミ
b
Ω
ミ
睾
8
0
匙
救
ミ
言
P
薯
』
竃
－
謡
㎝
）
。
な
お
キ
ー
二
i
は
、
そ
の
後
も
ア

　
ジ
ア
人
排
斥
の
手
を
緩
め
ず
、
日
本
人
は
キ
リ
ス
ト
教
的
美
徳
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
、
日
本
人
が
大
勢
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
や
っ
て
く
る

　
の
で
、
労
働
市
場
の
風
紀
が
乱
れ
、
組
織
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
、
公
共
の
費
用
で
米
国
の
学
校
に
通
い
教
育
を
受
け
て
い
る
と
い
っ
た
内
容
の
排
日

　
演
説
を
、
一
八
九
二
年
ま
で
の
二
年
間
に
二
九
回
行
っ
た
（
国
匡
9
即
。
℃
①
霞
8
ρ
O
巳
救
o
ミ
言
≧
9
§
。
っ
ミ
、
O
砧
9
邑
器
儀
e
b
8
§
睾
8

罫
。
～
§
§
§
気
。
。
ξ
－
§
画
ω
睾
寄
四
昌
。
一
の
8
勇
律
国
即
①
の
①
鷲
3
＞
器
・
。
巨
①
9
§
。
。
”
薯
」
あ
）
。

（
54
）
一
の
ω
①
一
き
自
9
①
3
ざ
o
o
§
㌔
ミ
ミ
§
P
』
・
。
象
－
這
恥
㎏
も
●
一
ト
。
。
。
　
＝
p
暮
℃
＞
9
ミ
b
§
執
睾
8
9
ミ
ミ
ミ
Ω
も
’
謡
合
Ω
①
諺
一
9
き
α
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O
ぼ
一
の
8
房
o
P
O
＆
救
o
ミ
言
、
o
ミ
号
。
D
Ω
き
亀
Q
o
需
壽
ミ
鳴
ミ
》
ワ
ω
，

（
5
5
）
　
H
ω
器
一
餌
且
O
『
①
3
ざ
G
Q
§
肉
、
§
o
執
。
D
8
」
o
。
象
よ
稔
脚
署
ー
G。
∵
o。
ド

　
　
組
合
製
品
の
需
要
を
確
保
す
る
た
め
に
組
合
の
ラ
ベ
ル
を
貼
る
と
い
っ
た
組
織
化
さ
れ
た
手
法
は
、
一
八
九
九
年
に
、
活
版
屋
、
印
刷
工
、
写
真

　
製
版
屋
、
輪
転
印
刷
業
者
の
代
表
者
に
よ
っ
て
組
合
ラ
ベ
ル
連
盟
第
一
号
（
d
巳
9
い
ぎ
①
一
9
品
垢
Z
9
一
）
が
結
成
さ
れ
、
組
織
化
が
一
層
進

　
む
と
同
時
に
浸
透
し
、
一
九
〇
一
年
ま
で
続
い
た
（
ヨ
餌
9
8
ρ
』
矯
§
O
q
9
導
⑩
卜
＆
o
、
ミ
o
需
ミ
⑲
ミ
S
O
巳
救
ミ
ミ
9
ω
零
溶
一
2
”

　
d
巳
＜
■
9
0
巴
崔
9
巳
餌
℃
お
器
」
8
ρ
薯
●
器
o。
歯
G
。
O
）
。
な
お
、
当
時
労
働
組
合
の
組
合
員
は
市
民
に
限
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
（
評
琴
8
ρ

　
O
R
ミ
o
壽
言
≧
9
§
。
D
言
b
。
ω
）
。

（
5
6
）
q
O
ぎ
国
蒔
鼠
β
O
o
讐
§
鷺
諺
ミ
簿
㊥
卜
§
繕
、
9
器
ミ
。
。
9
＞
ミ
俺
、
腎
§
≧
9
量
。
っ
ミ
丸
。
。
竃
－
這
題
（
Z
①
≦
K
O
鱒
一
＞
9
。
器
⊆
β
一
㊤
①
ω
y

　
℃
マ
お
ー
㎝
9

（
5
7
）
　
『
言
鱒
9
§
導
巳
霞
。
。
8
這
○
》
詩
q
轟
民
鮮
＆
曽
9
＄
P
詔
’

（
5
8
）
　
O
o
o
一
一
揖
ρ
O
註
ミ
。
。
Q
＼
ミ
ミ
品
、
9
8
ド
薯
●
卜
。
胡
－
鴇
o。
●

（
5
9
）
　
一
八
九
二
年
に
A
F
L
は
、
日
本
人
移
民
を
制
限
し
、
太
平
洋
沿
岸
の
組
合
は
低
賃
金
の
日
本
人
労
働
者
を
中
国
人
と
同
じ
立
場
に
す
る
こ
と

　
を
奨
励
す
る
と
の
決
議
を
採
択
し
た
（
評
ξ
8
ρ
O
Q
ミ
ミ
言
Q
≧
9
§
の
妻
b
』
）
。

（
6
0
）
即
一
。
訂
こ
国
・
幹
と
§
－
§
鳴
＞
鷺
9
謝
亀
。
・
ミ
等
・
ミ
O
u
這
§
ε
雪
b
。
塑
（
Z
睾
紹
○
貯
く
巨
㊤
鴨
ω
・
o
貫
一
㊤
①
。
）
も
●
嵩
S

（
6
1
）
　
U
①
目
一
ω
閃
し
＆
皇
『
ぎ
㌧
o
ミ
民
。
。
。
9
＞
ミ
箋
号
§
Ω
誉
。
う
、
、
、
ざ
9
◎
、
○
ミ
箋
§
亀
、
さ
N
8
、
○
§
紀
（
ω
○
馨
○
⇒
卿
＆
弓
0
8
筥
9

　
竃
註
。
ゆ
8
≦
昌
帥
O
o
5
b
き
ざ
一
〇
お
）
も
マ
o。
刈
I
o。
o。
，

（
6
2
）
爵
ヨ
①
の
U
’
写
①
一
⇔
P
．
、
因
①
ε
9
ま
0
3
寅
≦
耳
P
．
．
（
＞
冨
B
喜
一
①
け
y
評
①
一
讐
評
冨
さ
ω
壁
閃
門
讐
。
一
ω
8
⊂
ヨ
く
こ
（
戸
α
，
）
’

　
　
な
お
、
外
国
人
土
地
所
有
法
の
制
定
と
日
本
の
。
ハ
ナ
マ
博
覧
会
参
加
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
6
3
）
Ω
①
・
お
①
ζ
・
呂
ざ
『
ぎ
＆
。
ミ
肉
8
器
竃
N
鉢
§
ミ
詩
㌻
。
讐
俺
。
っ
。
っ
忌
ミ
・
需
§
ミ
（
Z
霜
く
・
発
霞
＝
節
＆
≦
彗
⑳
」
㊤
①
。
）
も
」
。
●

（
6
4
）
田
。
鼠
＆
＝
o
凌
巴
8
ン
§
㊥
ン
α
q
⑩
9
閃
亀
o
・
ミ
も
」
刈
S

（
6
5
）
　
脳
仁
α
ρ
『
壽
℃
○
ミ
普
。
。
9
＞
ミ
①
試
8
為
Ω
詳
㊥
。
D
》
マ
o。
P

（
6
6
）
　
当
時
、
二
年
毎
に
行
わ
れ
る
監
査
局
（
ω
S
三
9
0
Q
唇
霞
く
貯
o
お
）
の
一
八
人
か
ら
な
る
委
員
は
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
が
（
牢
雪
匹
言

霞
。
浮
o
吋
p
『
書
魯
。
り
譜
ミ
8
q
轟
8
竃
、
＆
ε
簿
俺
の
§
等
§
魯
8
♀
息
等
8
8
ミ
ご
♂
ω
き
写
睾
。
一
の
8
”
呼
⑩
の
ω
9
爵
。
鈷
ヨ
①
ω

　
甲
ω
胃
蔓
O
O
ヨ
冨
身
し
㊤
呂
も
」
①
）
、
そ
の
他
の
ポ
ス
ト
は
ス
ポ
イ
ル
ズ
．
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
一
九
〇
〇
年
の
市
．
郡
憲
章
に
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よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
学
務
局
は
四
人
の
学
務
教
官
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
四
人
は
い
づ
れ
も
市
長
に
よ
っ
て
任
命

　
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
条
件
と
し
て
、
三
〇
歳
以
下
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
任
命
前
に
少
な
く
と
も
五
年
以
上
同
市
の

　
住
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
同
じ
政
党
か
ら
二
人
以
上
が
出
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
任
期
は
四
年
と
す
る
こ
と
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
○
詳
Ω
、
ー

ミ
9
罫
Q
Ω
q
§
亀
9
§
量
9
0
0
§
等
§
駐
8
あ
睾
牢
き
。
一
の
8
一
〇Q
一
胃
汐
①
ω
p
一
。
。
ρ
＞
旨
。
一
。
芦
9
碧
s
二
自
ぎ
oo
8
こ
9

　
国
α
仁
8
8
⇒
）
。

（
6
7
）
　
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
政
権
期
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
と
学
童
隔
離
問
題
」
『
法
学
政
治
学
論
究
』

　
第
七
号
（
慶
鷹
義
塾
大
学
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
8
）
一
ω
の
。
一
雪
α
9
①
3
ざ
O
Q
§
等
§
霧
8
丸
・
。
融
よ
鎗
㎏
も
．
。。
斜
。

（
6
9
）
　
ω
o
毛
o
一
ン
肉
罫
夏
。
ン
ミ
㊥
試
B
埴
℃
」
①
ド

（
7
0
）
　
Ω
o
お
8
昌
餌
づ
α
O
ぼ
一
の
8
塁
o
P
O
＆
救
o
ミ
言
㌔
o
ミ
帆
8
Ω
き
α
O
O
ミ
、
為
ミ
邸
ミ
一
P
避

（
71
）
　
た
と
え
ば
、
q
巷
碧
霧
①
国
蓉
ε
巴
2
一
＄
の
垢
9
0
巴
一
8
3
声
発
行
の
㌔
ミ
自
ミ
言
ミ
史
O
Q
ぎ
N
8
き
b
u
試
無
（
q
仁
ζ
o
。
｝
一
露
一
）
や
O
巴
や

　
8
3
田
q
O
営
二
5
ヨ
蒔
鍔
言
○
⇒
O
O
目
5
一
9
①
①
発
行
の
O
§
α
q
、
題
。
。
Ω
き
亀
～
Ω
b
R
ミ
言
の
』
魯
霞
§
O
這
9
罫
①
肉
§
ミ
。
D
3
き
ミ
霞
蜜
鳶
（
P
P
y

　
く
．
ψ
ζ
0
9
讐
魯
冤
に
よ
る
O
巳
救
o
ミ
言
、
o
D
～
Ω
b
Ω
ミ
鴇
卜
Ω
轟
α
q
9
9
晦
㊥
q
Q
3
0
0
貯
、
b
自
き
恥
ミ
○
暴
Ω
轟
q
q
亭
＞
ミ
Φ
試
S
き
（
U
①
O
」
o
。
矯
5
鵠
）

　
な
ど
が
あ
る
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
i
所
蔵
）
。

（
72
）
　
南
北
戦
争
後
、
新
た
に
大
量
に
や
っ
て
き
た
南
欧
・
東
欧
出
身
者
が
職
業
体
系
の
最
下
層
に
入
っ
た
。
き
つ
く
、
汚
く
、
危
険
な
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

　
の
仕
事
は
、
徐
々
に
後
か
ら
や
っ
て
来
た
集
団
（
特
に
イ
タ
リ
ア
人
）
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
（
ω
o
≦
①
F
肉
罫
言
。
』
ミ
箋
魯
曾
層
o。
O
）
。

（
7
3
）
　
一
九
二
四
年
の
移
民
法
（
正
式
名
称
は
Z
讐
δ
轟
＝
B
ヨ
蒔
轟
該
8
＞
o
貯
）
も
革
新
主
義
者
た
ち
に
支
持
さ
れ
た
（
Ω
霞
9
9
導
α
O
ぼ
一
ω
8
早

　
ω
。
p
O
Ω
ミ
o
壽
言
、
○
ミ
8
。
。
§
亀
Q
O
竃
ヨ
ミ
⑩
ミ
｝
マ
“
）
。

（
74
）
　
た
だ
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
全
面
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
七
七
年
に
創
刊
し
た
ア
ル
ゴ
ノ
ー

　
ト
（
＞
砧
§
R
ミ
）
は
、
時
事
問
題
に
痛
烈
な
批
判
を
加
え
る
週
刊
誌
で
あ
っ
た
が
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
（
■
。
一
き
α
ω
鼠
三
〇
こ
）
と
彼
の
所
有
す

　
る
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
シ
フ
ッ
ク
鉄
道
を
支
持
す
る
一
方
で
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
、
移
民
反
対
、
そ
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
ズ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
攻
撃
す

　
る
立
場
を
と
っ
た
（
頃
餌
言
ン
O
O
ミ
b
Ω
ゑ
寒
8
0
Ω
N
救
○
ミ
5
マ
8
）
。

（
7
5
）
　
米
国
の
大
都
市
に
お
け
る
犯
罪
の
急
増
に
つ
い
て
パ
ー
ク
は
、
通
常
米
国
生
ま
れ
の
二
世
の
犯
罪
動
向
は
、
移
民
特
有
の
犯
罪
か
ら
離
れ
て
生

　
粋
の
ア
メ
リ
カ
人
を
両
親
と
し
て
生
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
の
犯
罪
動
向
に
近
づ
く
の
で
あ
る
が
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
二
世
は
そ
の
例
外
で
あ
る
と
し

282



20世紀転換期のサンフランンスコ市政とアイリノンユの進出

　
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
は
「
米
国
の
文
化
に
同
化
す
る
こ
と
か
で
き
ず
、
ま
た
米
国
の
生
活
規
範
に
適
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

　
い
う
事
実
に
よ
る
も
の
乏
考
え
ら
れ
る
（
勾
○
げ
Φ
旨
甲
℃
鷲
F
国
諺
窃
δ
≦
●
ゆ
ξ
⑳
霧
¢
肉
o
号
匡
。
犀
U
レ
8
内
①
目
一
ρ
↓
怠
9
量
℃
O
ぼ
。
品
9

　
¢
巨
f
亀
O
臣
o
謎
○
ギ
霧
幹
一
〇
翁
も
●
o
。
μ
邦
訳
は
R
・
E
・
パ
ー
ク
他
著
、
大
道
安
次
郎
、
倉
田
和
四
生
訳
『
都
市
　
　
人
間
生
態
学
と
コ
、
、
、
ユ

　
ニ
テ
ィ
論
　
　
」
、
鹿
島
研
究
所
、
、
九
七
三
年
、
、
入
L
充
頁
）
。

（
7
6
）
　
閃
⊆
3
鉾
．
．
ω
o
琴
の
℃
○
一
旨
。
巴
＞
ω
も
。
9
の
○
口
8
B
一
讐
讐
一
〇
P
．
．
P
一
S

（
7
7
）
　
二
九
世
紀
に
西
海
岸
で
は
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
中
国
人
移
民
に
対
す
る
肉
体
的
な
襲
撃
と
政
治
的
攻
撃
の
両
面
に
お
い
て
導
い
た
」
（
ω
o
名
。
F

　
肉
ミ
ミ
6
＞
ミ
ミ
N
翁
も
』
⑩
）
か
、
で
は
な
ぜ
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
か
中
国
人
移
民
排
斥
を
唱
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
中
国
人
は
あ
っ
た
と
し
て
も
滅

　
多
に
他
の
民
族
集
団
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
（
㌻
達
甲
）
と
い
う
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
、
「
低
賃
金
で
働
く
だ
け
で
な
く
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に

　
加
わ
ら
な
い
こ
と
」
（
O
O
9
丘
⑳
ρ
O
）
ミ
霧
偽
』
ミ
ミ
蒔
、
黛
δ
♂
℃
』
窪
）
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道

　
で
働
く
中
国
人
労
働
者
は
、
一
八
六
七
年
に
、
日
一
〇
時
間
労
働
で
月
に
四
〇
ド
ル
と
い
う
条
件
を
提
示
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ

　
り
、
そ
れ
ま
で
よ
り
一
〇
ド
ル
多
く
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
鵠
霞
“
＞
O
O
ミ
b
霞
ミ
§
8
0
匙
救
o
、
ミ
P
マ
8
）
。
そ
の
．
方
で
、
カ
リ
フ
ォ

　
ル
ニ
ア
で
は
、
銀
行
家
や
商
人
、
弁
護
士
や
税
関
の
職
員
の
中
に
、
中
国
人
商
人
と
の
個
人
的
な
結
び
付
き
を
持
つ
な
ど
、
中
国
人
と
の
関
係
が
深

　
い
者
も
多
か
っ
た
い
う
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
（
O
O
9
こ
⑳
ρ
O
）
ミ
翁
鳴
』
ミ
ミ
蒔
ミ
計
o
ド
や
旨
○
。
）
。
低
賃
金
労
働
者
で
あ
る
と
い
う
点
で
は

　
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
と
競
合
関
係
に
あ
っ
た
中
国
人
は
、
特
に
反
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
立
場
を
取
る
地
元
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
に
よ
っ
て
擁
護
さ
れ

　
た
（
ゆ
8
≦
P
＼
、
N
o
。
や
』
ヨ
ミ
号
Ω
嵩
≧
薮
ご
嵩
ミ
ぴ
ミ
」
o。
ぎ
ー
一
Q
。
O
ρ
マ
お
）
。

（
7
8
）
ω
o
≦
Φ
一
廿
騨
》
ミ
ら
＞
ミ
ミ
零
P
P
o。
尉

（
7
9
）
　
カ
ッ
ツ
は
、
「
北
ア
メ
リ
カ
の
「
立
派
な
階
級
」
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
貧
し
い
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
力
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
粗
野
で
危
険
な
異
邦
人

　
と
映
っ
た
」
が
、
彼
ら
の
生
活
の
不
安
定
さ
は
、
「
移
住
者
た
ち
の
文
化
に
道
徳
的
欠
陥
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
彼
ら
が
遭
遇
し
た
都

　
市
の
過
酷
で
差
別
的
な
社
会
構
造
に
起
因
し
て
い
た
」
と
し
、
移
民
排
斥
主
義
者
や
批
評
家
が
主
張
す
る
そ
の
誇
張
の
仕
方
か
、
彼
ら
の
攻
撃
対
象

　
で
あ
る
移
民
に
つ
い
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
批
判
し
て
い
る
自
分
自
身
の
性
格
を
露
呈
し
て
い
る
場
合
が
多
い
と
考
え
る
。
し
か
し
同
時
に
、
「
ア
イ
ル

　
ラ
ン
ド
系
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
対
す
る
頑
な
で
敵
意
に
満
ち
た
反
応
が
、
文
化
的
多
様
性
に
対
す
る
潜
在
的
な
恐
怖
と
不
信
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

　
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
文
化
か
米
国
に
馴
染
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
肯
定
し
て
い
る
（
マ
イ

　
ケ
ル
・
カ
ッ
ツ
著
、
藤
旧
英
典
他
訳
『
階
級
・
官
僚
制
と
学
校
」
有
信
堂
、
一
九
八
九
年
、
、
一
〇
L
一
、
頁
）
。
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